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平城京は 8世紀のはじめ,唐の長安を模してつ くられたという古代日本における本格的な都市でわが国の遺跡のうち

でも最 も重要なものの一つである。70余年にして長岡京に遷都し,やがてその大部分が田園と化して近時に及んだ。そ

の遺跡については近世末から研究が進められて来たが,近年に至って,従来行われて来た寺院跡の調査のほか,新たに

羅城門址や朱雀大路址をはじめとする条坊llLの 発掘調査, さらに条坊内の邸宅址の発掘調査なども行われ るよ うにな

り,ま すますその重要性が明らかとなって来ている。

この報告書は昭和47年から49年 にわたって行われた平城京左京三条二坊十五坪を中心とする地域の発掘調査結果を取

りまとめたものである。同地に建てられていた奈良市立三笠中学校が移転し,そ の敷地に奈良市の新庁舎が建設される

こととなり奈良市の要請にもとずき調査を行った。調査の結果,坊内の小路や坪の中の邸宅址の遺構などが明らかとな

り,ま た数多 くの遺物が出上し,古代都市の具体的な姿について多 くの知見を得ることが出来た。

この調査結果からも明らかなように,平城京跡にはなおその地中に数多 くの貴重な遺跡遺物が埋蔵されており,市衡

地と化した平安京跡と比べ今後の調査に期待すべき余地が極めて多い。 しかし幸にして今 日まで保存されて来たこの貴

重な遺跡にも新しい時代の需要による開発が日を逐 うて進められている。計画的な発掘調査と主要な遺跡の保存につい

ての強力な施策の必要が痛感される。この報告書がそのための契機の一つとなることを念願 してやまない。

昭 和 50年 9月

奈良目立文化財研究所長

/Jヽ     )II 修



例    詈

1,こ の報告書は昭和47年から49年にかけて実施した,奈良市庁舎建設地の発掘調査に関する

報告である。

2.昭和47年度の予備調査は京都大学文学部教授 岸 俊男,奈良国立文化財研究所 沢村 仁の

指導によって行い,京都大学文学部 中村徹也が発掘調査を担当した。

3.昭和48・ 49年の本調査は,奈良市庁舎建設地発掘調査委員会の立案計画にもとずき,奈良

国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が発掘調査を担当し,岡田英男,松沢亜生,工楽善通 ,

黒崎 直,千田剛道, 高瀬要一, 今泉隆雄,町田 章,伊東大作,高島忠平,加藤 優,稲田

孝司,岩本圭輔,金子裕之,綾村 宏,西 日寿生,日本忠尚,中村雅治が参加した。

4。 調査補助員として奈良大学 鈴木久男,伊藤 実,京都大学 中村友博,上原真人,東海大学

中岡和浩,東京工業大学 吉田純―,東京大学 吉田早苗の学生諸氏が参加した。

5.報告書の作成は調査員の全員があたり,全体の討議をもとに分担して執筆した。各々の担

当はつぎのとおりである。 I:町田章・中村徹也・岩本圭輔, 1:中村雅治,Ⅲ :加藤優・

稲田孝司 。金子裕之 。山本忠尚,Ⅳ :町田 章

6,遺構 。遺物の写真は佃幹雄が担当し,図版の作成には八幡扶桑,渡辺衆芳,藤村礼子が腸

力した。航空写真の撮影はアジア航測株式会社があたった。

7.遺構図面の製図は金井しんが担当した。

8.英文要旨の翻訳はウイル・ カーター氏が行った。

9.編集は町田 章があたった。
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奈良市庁舎建設地発掘調査報告

1 調査の経過

この報告書は奈良市庁舎建設のために,奈良市が旧三笠中学校校庭で行った発掘調査の報告である。現在,奈良市東寺林町に所在する奈

良市庁舎を奈良市北新町61番地にある三笠中学校敦地に移転することが決定したのち, この地域における埋蔵文化財, とりわけ平城京に関

連する遺構の有無が問題になった。昭和47年春,埋蔵文化財に関する協議があり,同年 8月 1日 から9月 2日 までの 1カ 月間地質調査と平

行して,発掘に関する予備調査を行った。調査は岸俊男,沢村仁の指導で中村徹也が担当した。この予備調査で,平城京の条坊制にもとず

く南北と東西方向の小路を発見し, くわえて古墳時代の遺構も存在することが明らかになった。

予備調査の成果にもとずき,最低限として庁舎敷の発翔調査を行 うことになり,昭和48年 4月 17日 に「奈良市庁舎建設地発掘調査委員会」

を設置した。その委員の構成はつぎのとおりである。

岸 俊男 (京都大学教授),木村博― (奈良教育大学教授),吉村正一郎 (前奈良県汲育委員),坪井清足 (奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査

部長),沢村 仁 (同遺構調査室長),狩野 久 (同史料調査室長),池田邦三 (奈良県教育次長),慶田八郎 (奈良市功役),森井慶太郎 (同教育

長),中本正貝J(同建設局長),元田宇三郎 (同建設局長),角脇一男 (同庁舎建設事務所長)

5月 10日 の第 1回の委員会において,吉村正一郎を委員長に選出し,小路の交叉点に関する遺構をできるだけさける方針で,庁舎の位置

や発掘面積を決定した。この発掘調査には奈良目立文化財研究所平城宮跡発掘調査部があたることになり,庁舎敷を東西にわけ夏期と冬期

序 主早
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の 2次 にわたって調査を行 うことになった。

第 1次の調査は,平城宮跡発掘調査部の第83次発掘調査にあて,昭和48年 8月 1日 か ら10月 9日 までの 2カ 月にわたって行い,調査面積

は約3,200ど であった。調査では坊内の南北小路をはさんで存在する十坪と十五坪内にひろがる奈良時代から平安時代初期 までの 邸宅に関

する遺構を検出した。

第 2次 の調査は第86次発掘調査とし,昭和49年 2月 12日 から6月 4日 までの4カ 月を要 し,その調査面積は約 3,000142で ぁった。今次の

調査では十五坪の中心部分の遺構,な らびに二坊大路の西側濤を検出した。この間 5月 13日 の発掘調査委員会において,発掘調査で明らか

になった遺構についてては記録保存としてとどめ,庁舎の設計に変更をくわえないことを決定 した。

2 調査″)概要

調査は奈良市北新町61番地にある庁舎敷約6,200m2に ついて行った。 この地は奈良盆地の北辺に位置する沖積地であ り,現在 の標高は

61.3m前 後であるが,こ れは校庭盛土上面の高さであ り,以前は周囲の水田と同じように標高60。 9m前後とみられる。東の佐保川,西の菰

川にはさまれるこの地域は, 平城京条坊では左京三条二坊十 。十五坪にあた り, 南面を三条条間路 (現在の大宮通り),東面を三坊大路で画

している。三笠中学建設以前は,明田 。高樋・竹垣内 。大蔵という宇名をもち,条坊地割 りの痕跡をよくとどめていた (■gl)*。

調査にあたっては,こ の地域を 6AFI― H・ G地区と命名 し,発掘区東方の南北に長い区域を東地区,西方の南北に長い区 域 を 西 地

区,その間を中央地区と仮称 した (ag.2)。 調査では十 。十五坪を画する南北方向の小路, 十五・ 十六坪を画する東西方向の小路を検出し

た。さらに二坊大路西側濤の一部を発見 した。このことによって,十五坪の東西幅が 410尺であ り, 南北長も, 約400尺前後という推測が

可能である。坪の外周には築地ないしは棚の遮蔽施設をもうけ,そのなかが宅地となることがlldら かになった。十坪では発掘面積

古 がせまく,かつ遺構の密度があらいので,宅地内の建物配置を復原することはできない。十五坪では,ち ようどその中心部を発掘

したことになり,こ の坪を一区の宅地とする建物の配置を復原することが可能であり,ほぼ100年間に,大 きく4期の改修が行われ

ていることカミ判明 した。

奈良時代の遺構と同時に,古墳時代の大濤を発見 した。濤のなかには土器・ 木器などがおびただしく堆積 してお り, 5・ 6世紀

ごろの奈良盆地北辺の状況を うかが う重要な資料 となった。宅地の廃絶後,15世紀ごろになって,十五坪の東半部に大きい河川の

氾濫のあとがあ り,流砂上のなかからこけら経などの中世信仰に関する遺物を発見 した。

■字限図の原図は岸俊男氏から提供された。

章



第33次 発掘調査 1973年 7月 30日 ～10月 9日

6AFI―H地区

7・ 30 予備調査の結呆にもとずき,校庭造成時の盛土,水田のlJl土 ,

床土は, ブル トーザで排上することに決定。この作業が本日までに終了

した。発掘調査の準備。

8・ 1 発掘区の西地区,中地区から仄上の残土を排除。

8・ 7 床土排除終了。中央から西地区と中地区に向って遺構検出を開

始。灰褐色土面で遺構検出を行ない,南北に走行する数条の濤を検出。

この濤は新 しい時期のものらしく,も う一層下の赤裾色土まで下げるこ

とにする。この面で石敷きの広がる部分がある。

8・ 8 西地区の東寄では南北にのびる旧水田地割 りの境があり,こ の

西方は一段低くなっている。排土中の灰裾色上には遺物が混在し,緑釉

瓦片がある。中地区,灰褐色上を除去,南北の中央部分では瓦片の出土

が多い。

8・ 9 西地区,発掘区の南部で上器,瓦片の出土多し。中地区,中央

やや南寄 りに′ミラスの散布あり,大型の石 3個がある。礎石か。

8・ 10 西地区,南部で柱穴状の遺構出現。いまのところまとまらず。

北部では灰褐色上に切 りこんだ小濤が交叉してあらわれる。中地区,再
度西端にもどって遺構を探る。西辺に接して,南北方向の濤らしきもの

(のちにS D872と なる)があるが輪郭不明際。

8・ 11 西地区,発掘区のほば中央で,南北にのびる柱穴 5間分を検出

(S B875)。 中地区,昨 日発見した南北濤の輪郭を出し,北 方 か ら発

掘。奈良時代の遺物があり,小路の側濤とみられる (S D872)。

8・ 18 西地区,依然として束西に走行する小濤が多数あらわれる。中

地区, S D872の東側で南北に延びる41B15間分を検出,坪の外周を囲む

概とかんがえられる (S A871)。

8・ 14 西地区,■ 日に発見した柱列に対応する西側の柱列を発見。中

地区,北部のS A871の東側で, 3間分の柱穴を検出。

8・ 17 西地区,発掘区の西南寄 りで,南北小濤に重なって南方に延び

る小穴列を検出。間隔は 3尺程度で建物に関するものとおもわれるが,

方位も南で西に振れており,性格不男 (S A883)。

8・ 18 西地区, S A883は 2番床土から掘込んでいることがわ か り,

3 調査日誌

3 調査 日誌

奈良時代の遺構でなくなる。これの東側に位置する柱列は7間 ×3間で

西廂付の南北建物となる (S B 875)。 発掘区の南部で,南西から北東に

のびる砂礫の範囲は濤の痕跡らしい。

8・ 20 西地区, S A 883と 同じ小穴が西側で平行 している。発掘墜:南

西隅に,桁行 2間以上,架行 4間南北廂付きの東西棟建物 (S B876)が

あり,桁行さらに西へ延びるようである。

8・ 22 西地区, S B 876は 桁行 5問分を検出するが,西妻は発掘区外

にのびる。先に検出したS B 875は赤褐色土層の上面から掘 りこんだも

のであり, S B 876は その下層で検出したのであるから,後者の方が古

い時期に属することになる。

8・ 23 西地区,西北隅で東西棟建物の東南隅を発見,桁行 4間,梨行

1間分を検出するが,それぞれ発掘区外へ延びる模様である(S B879)。

S B879の 南で東西方向の柵を5間分検出する (S A878)。 その南に小

土妖群があり,上器など出土。中地区,発掘区の中央で南北に延びるlll

15聞分を検出 (S A870)。 南
は発掘区外に延び,南から7

間目のところから,東 1間を

隔てて 3間の柱穴が平行して

おり,柵に小屋がとりつく状

況である。

8・ 24 西地区,S A878の 南
から発掘区の東北隅に向って

蛇行する砂礫の部分は幅 5m
内外の濤であり,奈良時代以

前に遡る可能性があり,現状
では掘下げない (S D880)。

S D88の南で井戸を発見,方
形の掘形をもつ (S E877)。

8・ 28 西地区, S B 875の

東で南北方向の柱穴を 3間発

見。中地区,中央の北半で南
北方向にならが柱穴が出はじ

める。いまのところ建物にま

とまらないが,少 くとも2時

期以上の建物が重複する模様
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である。

8・ 29 中地区,中央の南半でも柱穴が出はじめる。

8・ 30 西地区,土城などを検出。中地区,中央の柱穴は東にのびる東

西棟建物で南北に廂がつくらしく,ま た 2度の建替が認められる (のち

とこS B882, S B864と なる)。

9・ 1 西地区, S D 872の 西 6mの ところで南北方向の濤を発見,小

路の西側濤とおもわれる (S D874)。 中地区,中央の建物 の約 10m南
で,東西に延びる柱穴は棚のようである (S A863)。

9・ 3 中地区,南端の柱穴は架行 2間の南北建物らしい (のち東西棟

建物 S B 862と なる)。

9・ 7 西地区, S D 874の 西側には坪を囲む棚の遺構はなく,本来は

築地でのちに削平されたか。

9・ 8 中地区,現在までに発見した柱穴を整理する。中央建物は桁行

5間分を検出したが,東妻はさらに発掘区外に延びている (S B 882・

S B 864)。 南方の建物は2棟が重複したもので,桁行 3間以上の東西棟

建物 (S B862)に桁行 4間以上の東西棟建物 (S B862)が重複してい

る。S B 862の北側にある柵S A 863の東端は発掘区外に延びる。ただ

柱間が狭く, 2時期にわかれる可能性が強い。北方には桁行 5間以上で

西方の南側柱に廂がつく東西棟建物 (S B 869)が あり, その南に 3間

×3間の小さな東西棟建物 (S B866)がある。

9。 11 西地区, S B 879の北方を拡張する。S D880の西半分のみを掘

り下げる。中地区, S B 869の 規模を探るため,西方に発掘区を拡張。

9・ 12 西地区, S B 879は 2間 ×4間以上で東西棟の建物となった。

S D880の上層砂利面は奈良時代ないしは, それ以降のもので,下部に

6世紀頃の大濤が存在する。ただ,下部濤の南岸については確認してい

ない。中地区, S B 869の 西妻を検出。桁行 6間以上の建物となるが,

北廂の有無は確めていない。

9・ 22 現地説明会

9,25 中地区, S A884の 東方で南北概 (S A885)を検出。

9・ 26 空中写真測量の準備。

9・ 27 空中写真測量,地上写真撮影。

9・ 28 地上写真撮影。

9,29 補足調査開始。東地区,発掘区南限でS B 861, S B 862が重な

る古墳時代の濤 (S D881)の一部を発掘。

10・ 5 西地区,井戸 (S E877)の発掘, 枠板の保存良好, 底に数佃

の完形土器がある。

10,9 発掘終了。

第 86次 調 査  1974年 2月 12日 ～ 6月 4日

6AFI― H地区

2・ 12 ′ミックホ_での盛土除去完了。発掘開始。中地区の西端から取

イ

残しの床上を排除していく。

2・ 15 東地区の東限からも床土とりを開始。土層は,粗砂,細砂,粘
上の順で堆積しており,細砂層から中世の笹塔婆などが出土する。

2・ 16 東地区,中央部から笹塔婆こけら経の出上が多い。その南方は

細砂層の上面で掘下げを止め西方へ向う。

2・ 18 東地区,東寄 りに粘上で築く南北方向の堤状遺構があり,その

西辺に杭がならが。これは校庭造成以前の畦畔か。

2・ 21 中地区,堤状遺構の幅は約 5mで,その中央に浅い南北濤が走

る (S X1055)。 S X1055以東は東地区の上層の延長である。

2・ 27 東地区,細砂層の除去を開始。中央からやや西寄 りに南北に延

る堤状の遺構がある。その規模はS X1055よ りも小さいが,類似のもの

とおもわれる。東地区,東南隅での笹塔婆などの出土多し。

3・ 5 東地区,細砂層の排土は本日でほぼ終了。

3・ 8 中地区,遺構検出面を灰掘色粘土層に決め,その上部にある情

褐色上を除きはじめる。この2層の境目には遺物が比較的多 く堆積す

る。南寄 りで, S D881の 東延長部とみられる遺構を検出。S D 1055の

東側で試掘坑を設定。深さ50CIll位 で,人頭大の河原石を並べた石敷に遭

遇する。(のちS B970の柱根固め石であることがわかる。)

3・ 11 中地区, S X1055の 東側で掘残しの細砂層を掘 り,笹塔婆など

を採集。発掘区西寄 りでS B882の東妻らしい柱穴を検出。

3・ 12 中地区,西端の南限でS B862に伴う柱穴を検出する。

3・ 13 中地区, S B882と S B864に伴う柱入続出。S A 863の 東延長

部分の柱穴も出はじめるが,83次 とは少し様子が異なる。

3・ 14 中地区, S B 882は東西桁行 7間で終る。 S B 864は さらに東に

延び9間 になる可能性大。この2棟に重複して第 3の東西棟建物出現。

現状では,桁行 2間以上で異行 1間分の柱穴を検出するが,西妻柱は 1

間分東にある (S B962)。

3・ 15 中地区, S B 864は 桁行 9間で終る。S B88閉ヒ廂に重複して,

5間以上×2間の東西棟建物を検出 (S B963)。 西から3間 日と4間 目

とに仕切柱がある。S B864の北に接する柵 (S A865)は さらに東にの

びる。中地区西北隅の拡張を開始。北面の小路を探るため。

3・ 18 東地区における細砂層の発掘過程において, この区域が中世の

氾濫に遭い,奈良時代の遺構はすでに流失したものとかんがえていた。

しかし,中地区の東寄 りで地山に切りこんだ柱穴を検出し,奈良時代の

遺構が東に延びる可能性が出てきた。

3・ 19 中地区, S X 1055以 西の遺構検出は大体終る。 S X 1055の 東側

中央で試掘坑を設定し,土層の状況を調べることにする。

3・ 20 中地区,中央の試掘坑で東西棟建物の西妻と南側柱にあたる柱

穴を発見 (のちにS B970と なる)。 この試掘坑の北方にもさらに一本の

試掘坑を入れることにする。その結果,東地区の全面に奈良時代の遺構

が存在することが明らかになった。

3・ 26 中地区,北西拡張区の遺構検出ほぼ終了。S B 868の北方に東



西に走る大小 2条の濤を発見。南側の小濤に接する付近に土壊がかたま

る。発掘区西南隅のS B862と S B861の桁行はともに 5間 となる。
3・ 29 現在までに検出した遺構について空中写真測量を行 うことにし

その準備にかかる。

4。 2 空中写真測量。北西拡張区の地上写真撮影。本日にて Al班の

作業終了。以後は A2班が発掘作業を継続することになる。

4,3 発掘調査再開。中地区,東辺中央に位置する根固め石のある建

物 (S B970)は, 南北に廂がつく。発掘区北辺付近に小柱穴群がある
が,いまのところまとまらず。

4・ 4 中地区,南辺付近では砂利層の下に陪灰色粘土層が薄くひろが

り,その下でS D881が東北方に延びる模様。S D881を切 りこんで東西
方向の棚 (S A863)と土壊 (のちにS E967の掘方となる)がある。

4・ 5 中地区, S B970の 桁行の西から3間 目を検出。 この位置で南
北に延びる棚 (S A969)12間 分を検出, これが発掘区の南北を縦断し

ているようである。S B 970の北側で梁行 2間・桁行 2間以上の東西棟
建物 (S B 971)を 検出。

4・ 6 中地区, S B 971の 桁行は 3間で終る。ただし,南から延びて

くるS A969の柱穴とは重複する。中地区の遺構検出は一応終了し, 東
地区に移動。東地区では全域にバツクホーをいれ,残土の青灰色砂層を

除去することに決める。

4・ 12 東地区, S B 970の 東妻柱を検出,桁行 5問,梁行 4間の南北
廂付建物となる。その北方の小柱穴群についてはまだまとまらない。

4・ 17 東地区,中央以東では青灰色砂層の下にある灰黒砂層を除去し
たのちに遺構検出に掛かることにする。

4・ 20 東地区,東辺から遺構検出開始。中央以北では柱穴が多いが,

南方ではきわめて少ない。

4・ 22 東地区, 北東隅で井戸の掘形 (S E 991)出現。その南方の柱

穴群は数を増すが,ま だまとまらない。中央部においても,方形の井戸

(S E979)が あり,四隅に石をおく。その南側では小柱穴が多い。

4・ 23 東地区,北方の柱穴群のうち,東西棟南北廂付建物 (S B987)

がまとまる。梁行 4問,桁行 4間を検出するが,東妻は発掘区外に延び

る。S B 987に重なって南北棟らしい建物が南に延るが,い まのところ

不明瞭 (の ちにS B986に なる)。 発掘区南限に沿って, 梁行 2間 , 桁
行 2間以上の東西棟建物を検出 (S B 974)西妻はさらに西に延びる。

4・ 24 東地区,中央部のS E979の西方で,井戸を発見, 狼」板と四隅
の柱をとどめる (S E978)。 南部のS B 974は 4間分延びるが,西妻は
西方にのびる様子。この4間 目に柱には間仕切 りの小柱があり,直接つ

ながらない。北方に向う柵 (S A976)を 7間分検出。

4・ 25 東地区,西北隅に 2・ 3棟の小建物が予想されるが,いまのと
ころまとまらず。中央部で桁行 6問以上,異行 4間の東西棟建物の西妻

と南廂の柱穴を検出 (S B980)。 南北方向心tBl(s A 976)の 北から3

3 調査日誌

間目の柱穴に東西方向の柵 (S A973)が交叉し, 東へ 4間 西へ 2聞分

を検出。S B 974の 桁行 6間 日の柱穴を検出。

4・ 26 東地区,北西隅の建物はまだまとまらないが,その南で3間 ×
2間の東西棟小建物がまとまり (S B982),西に 3間分の南北方向の概
(S A 981)が ある。南部のS B 974の西妻柱を検出, 桁行は 6間。

4・ 27 発掘区全域の精査を開始。S A 973は S A 976の西へ 5間延び

る。 S B 970の 南西隅にかかる土壊は井戸になり (S E967),そ の東に

もう1基の井戸がある (S E968)。

5,1 東地区,中央部の東西棟建/4/2(S B 980)の 全貌が判明。す な
わち,当初は四面廊付の建物であるが,後に南北 2面の廂を建替え,東
西 2面の廂を除去している。なお,西南隅の廂柱穴にS B 970の身舎北

側柱が重複しており, S B970の 方が新しいことになる。

5。 4 東地区, S A 981の 西への延長部を探るため西方に発掘区を拡

張。中地区, S B 861の 東妻を求めて発掘区を拡張,東妻の柱穴が出現

し桁行が 5間 となる。

5,7 空中写真測量の準備。

5,8 地上遺構写真撮影。

5。 9 空中写真測量。

5,10 地上遺構写真撮影。

5・ 11 部分実測の準備。

5。 18 補足調査開始。

5・ 18 現地説明会。

5。 23 東二坊大路側濤探索のため,校庭の東端に試掘坑を設定。

5・ 25 SD881の 部分的な発掘を開始し,大きく3層にわかれること

を確認(fig.3)。

5・ 27 SD881の 全域を発掘することに決定, 着手。東二妨大路側濤
出現,青灰色砂と褐色粘上の地山に掘 りこんだ濤の西肩があらわれ,簿
には青緑色粘質上が堆積。

6・ 4 S D881を 完掘, 東二坊大路側濤とともに写真撮影。埋戻し開
始。本日で発掘のすべてを終了。

ig.3 s D881堆 積土層図
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Tれ,1 6AFI― H区標定点一覧表

カ メ ラ : ウイル ドRC-5-A

レ ン ズ :115Hm(■ ラ42)

フイルム : コダック エアロタイプ

露  出 : 4//.50～ウち50秒
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4 写真測量

遺構の実測は写真測量によって行った。航空写真は第83次調査地域を昭和48年 9月 27日 ,第86次調査地域を昭和49年 5月 9日 にアジア航

測株式会社が撮影した。撮影はヘリコプターにカメラを塔載して行ったもので,60%の オータミラップと30%のサイドラップを加味 して ヤヽ

る。撮影の仕様はつぎのとおりである。

絞   り : 8～ 16

高   度 :ウち00図作成用 70m

ウ在0 図作成用 20m

変位修正機 : ウイル ドE4型

あらかじめ標定点を遺構面に設置して位置と標高を計測したのち,撮影を行う。この標定点にもとずき,遺構図面と遺構写真とを作成し

た。今回の報告書に用いた図面は,ま ず縮

尺ウ右0で 2.5clll間 隔の等高線 と随所に絶対高

を記入 した原本をつ くり, これを見やすい

ように再度整理 したものである。写真は変

位修正機を用いてカメラの傾きを修正した

歪みのない垂直写真であ り,図面と写真と

を対比することが可能となるように配慮 し

た。写真測量の後,補足調査の過程で検出

した若千の遺構については,図面にあらわ

れるが写真には出ていない。また,重複す

柱穴の前後関係なども最終調査で逆転する

ものがあ り,そのことについても図面で修

正した。

こ
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1 遺跡の概観

土 層 発掘区域は旧三笠中学校の校庭であるため,20～ 80calの厚さで校庭造成時の盛土がある。盛上の下層の状況は,後述する中世のHt

遺構 (南北方向の堤)を境 として東方と西方でことなる。東側,つ ま りH中央地区の東部とH東地区では佐保川の氾濫によるとみ られる砂層

が一面に厚 く推積する。この砂層は上層の粗砂と下層の細砂にわかれる。上層は10～40cIIlの 厚さであ り,下層は 5～20ctllの 厚さで,層中に

は室町時代のこけら経など信仰に関する遺物があった。砂層の下には上か ら順に格色砂質土ないしは灰褐色粘質上 と黒灰色砂質上が,それ

ぞれ10～ 20clllの厚さで水平に推積するが,こ れは地山ではなく土器片や瓦片の遺物をか くむ。この下層の黄灰色あるいは暗灰色を呈する砂

層,お よびこの砂層の下にある青灰色粘質上が地山であ り,古墳時代の濤 (S D881)も この面で検出した (fig.5・ 6)。

南北方向の堤の西方では,盛上の下に水田の耕作土 と床上が20～ 35clllの厚さでほば水平に推積する。その下層に灰褐色砂質土と,楊色粘

質上がある。上部の灰褐色砂質土は遺物が混在する整地上で,柱穴などはこの層の上面から掘 りこむ。下部の褐色釉質土は地山であって,

H中央地区の北部では 灰4F9色 粘質土はなく, 陪灰褐色粘質土 となる。 実際の遺構検出は, 地山上部の遺物包含層を除いた地山面で行った

が,奈良時代以降の遺構面はかな り削平されているようである。なお,遺構の上面を標高でみれとば, おおむね発掘区全域で60m± 30clll以 内

におさまる。

古代の遺構 遺構は左京三条二坊十・ 十五坪内に形成されたものであ り,奈良時代の初期から平安時代におよぶ期間に属 し,A・ BCC・ D

H:6100 コ

隠
Fig.5 6AFI―H区堆積土層図



fig.6 6AFI― H区の地山

Ⅱ 遺

の 4期に区別できる。奈良時代の建物配置の基本は,東西棟の建物 2・ 3棟を 1群とする 2群を坪の東西に並置す

る点にある。坪の外周の概などか ら一定の間隔をおいて内の囲みともいうべき断続する柵をめ ぐらし,その内に規

模の大きい主屋を中心 として,前後に付属屋,井戸などを配する。奈良末期ないしは平安時代になるとこの坪は東

西に 2分 されたらしく,遺構は発掘区の東方に集中 している。この場合も大きな主屋を中心に小さな付属屋を配す

るが,奈良時代のような規格性はみとめられない。

中世以降の遺構 H中央地区の東寄 りに南北方向の堤がある。その幅は 3.5～ 5mで,奈良時代の遺構面の上に盛

土 したものであ り,中央に濤をとおす。この堤は十五坪内での平安時代の遺構の西限とはぼ一致 してお り,平安時代

以降の地割 りにもとづき,近世まで存続 したものであろう。H中央地区の東限にあるS A1059は奈良時代には坪を

画する築地であるが,平城京廃絶後は水日の畦畔として存続 している。

古墳時代の濤 発掘区の南東と北西で古墳時代の濤を検出した。南東のS D 881は 発掘区の東辺中央か ら南辺中央

に向って西流する濤で,幅 8～7.5m,深 さ1.2m。 3時期の土砂が堆積 し,遺物を包含する。土器と木器からなる

遺物は 5世紀から6世紀に至る間に存在 したことを示す。北西の S D880も 西流する濤であ り, その全幅は未確認

であるが 4～6.5m以上,深 さ1.5m前後で,数層にわかれる土砂が堆積 している。遺物によって 5世紀から7世紀

ごろまで存在 したことがわかる。

予備調査 A・ B・ Cの 3本のトレンチを設定した。いずれも盛土・耕土 。床土を除 くと遺構面に達する。Aト レ

ンチの南北方向の小路 (S X873),Bト レンチの東西方向の小路とかんがえられる遺構がある。それらは砂映および

粘質上の地山を掘 りこんだもので,上部は耕作時に削平されている。小路は路面と両側の側濤からなり,側濤の外

側には築地が存在したようである。築地の内には土墳があり,多 くの上器片や瓦片が堆積している。

第 83・ 86次調査 検出した主な遺構は,建物31棟,柵30条,濤 7条,築地 1条 ,道路 1条,井戸 6基である。ほ

かに中世以降の濤,上壌などがあるが記述の対象としない。以下,南方から北方へ向かって遺構の説粥を行なう*。

S B974(PL。 3)H東地区。 6「H3× 2間 (17.7× 6.Om)の 東西棟建物。桁行,契行ともに10尺等間。柱掘形は西妻

中央を除いて,一辺1,4～1.6m,深 さ0,6mの方形。 柱抜取痕跡をとどめる。西から2間 目の柱筋に間仕切 りがあ

り,建物を東 4間 と西 2間にわける。間仕切 りの2つの柱掘形は方0.6mで ごく浅い。

ぉ 模式図凡例 ●柱根 ◎柱痕跡 ②柱抜取痕跡 ○柱穴のみ ……推定 Aは北をしめす。
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2遺  構

S A 975(PL.3) H東 地区。S B974の 北で建物に平行する東西方向の棚。3間分 (8,9m)を 検出する。西端の柱穴はS A1004と 共有。

S A 976(PL.3)H東地区。南北方向の概。 7間分 (12,2m)を検出。 柱間はおおむね 7尺。不定形の小柱穴で, 3欠に柱根をとどめ

ている。北端でS A977と 結が。

S A 977(PL.3) H東 地区。東西方向の概。 4間分 (7.3m)を 検出。西端でS A976と 結が。

S A1003(PL.3)H東地区。 4間 (7.9m)の 東西方向の棚。東端はS A1004と 結び,西端はS A969の 南から2間 目の柱につなぐ。

S A1004(PL.3)H東地区。 S B974の 西妻柱筋にそろう南北方向の搬。S B974の 西北隅柱から北へ 4間 (7.6m)の びたのち西に折れ ,

S A1003と 結が。柱穴は小さく不整形である。

S A1005(PL.3)H東地区。束西方向の棚, 6間分 (13.9m)を検出,東端はS A1006と 結ぶ。柱間と柱穴はともに不揃い。

S A1006(PL.3)H東地区。南北方向の441。 5間分 (1l m)を検出。南端は S A 1005と 結が。柱間と柱穴はともに不揃い。

S A 969(PL.3) H中 央地区。発掘区を南北に縦断する柵。13間 (26.8m)を 検出する。北端は S B 980の 北側柱列の位置あた りからは

じまり,南端は発掘区外へのびる。柱間は 7尺等間で一部に柱根をとどめる。

S B 970(PL.4)H中 央地区。 5間 ×4間 (15.0× 13.Om)の 南北廂東西棟建物。柱間は身舎で10尺等間, 廂で12尺。 柱掘形は不定形

であるが,廂の柱掘形は身舎の柱掘形よりも少しく小さい。直径35clll程度の柱根をとどめるものがある。柱掘形に礎板を敷 くものがあり,

角材のもの3例,河原石のもの2例,簿をおくもの2例を確認している。また身舎西北隅の柱掘形の底から和同開弥 1枚が出上した。南廂

西端の柱穴がS E967に ,身舎北東隅の柱穴がS B980に 重複しており,両者の遺構よりも新 しいことがわかる。

S B 980(PL.4) H東地区。 7間 ×4間 (18.0× 10,2m)の 四歯廂東西棟建物。 中央 5間に縁束の柱穴がある。 柱間は身舎桁行 9尺等

間,身舎架行10尺等間,廂 7尺。柱掘形は身舎で1.5× 1.2m,深 さ0,75～ 0.9m, 廂では方 lm前後, 深さ0.6m前後, 縁束の柱掘形はさ

らに小さい。一部の柱穴に柱根をとどめるものがある。

S A 966(PL.4)H中 央地区。南北方向の棚。 8間分 (19.7m)を検出。南半の4間は 8尺等間で,】ヒ半の4間は10尺 と7.5尺である。

南端でS A1002と結び,中央でS A1001と 結が。

S A1002(PL.4) H中央地区。東西方向の搬。 2間分 (4.8m)を 検出。西端はS A966と 結が。

S A1001(PL.4)H中 央地区。東西方向の柵。 6間分 (14.5m)を検出。 ただ,東から2穴 目の柱穴は確認していない。隣 りあう柱穴

を少しく南北にず らし,千鳥の配列をとる。

S B 971(PL.4)H中 央地区。 3間 ×2間 (6.3× 4.4m)の東西棟建物。柱間は桁行 7尺,架行は西妻で7.5尺 の等間,東妻では 9尺 と

6尺である。柱の掘形は方0.6m前後。

S B 995(PL.4)H中 央地区。 3間 ×2間 (7.2× 3.6m)の東西棟建物。柱間は南側柱桁行が 8尺等間であるが,北側柱桁行は不揃い。



Ⅱ 遺  跡

梨行は 6尺等間。棟通 りにそって内部に六束 らしい小柱穴がある。 S B971の 北側柱に重複 してお り, S B971よ りも新 しい。

S B 996(PL.4)H中 央地区。7間 ×2間 (12.4X4.lm)の 東西棟建物。未検出の柱穴が多いが,一応建物にかんがえておく。重複関係

か ら, S B971, S B995よ りも古いことがわかる。

S A 997(PL.4)H東 地区。南北方向の棚。 4間 (8.4m)のびて北端で 1間分東に折れる。

S A 998(PL.4)H東 地区。東西方向で 3間 (8.2m)の概。重復関係では, S A997, S B980よ りも新 しい。

S E 967(PL.3)H中 央区。一辺3.6m,深さ1.4m程度の方形掘形に,井戸枠を くむ。井戸枠は 3段をとどめ,長 さ1.5m,幅 27crll,厚 さ

5 cmの 板材の両端に凸凹の柄差 し仕 口をほどこし,さ らに鉄釘で固定 して井桁状に組みあげたもの。上下の板をつなぐため,板の側面中央

に太納穴を穿ち太柄をはめる。井戸底には 2～ 5 cllの 厚さで砂利を敷きつめ,埋上には瓦,土器,木器などの遺物があった。なおこの掘形

の埋土に S B970の 廂柱穴が掘 り込まれている(PL.12)。

S E 968(PL.3)H中 央地区。直径 2m前後のまるい掘形の井戸。井戸枠はすでに抜かれているが ,掘形の下部は一辺70ctll程度の方形

を呈し,暗灰色の砂がつまった穴があ り, これが井戸枠の痕跡であろう。その上部には断面が凸レンズ状の堆積層があ り,若千の上器類を

包含していた(PL.12)。

S E 978(PL,4)H東 地区。一辺1.4m, 深さ1.lm前後の掘形に, 井戸枠が残存する。 井戸枠は一辺約70cllxの 方形を呈するもので ,

四隅に柱をたてこれに柄差 しで横桟を″よどこし,そのパ釈1に竪板をならべたものである。 この井戸の掘形は S B 980の 身舎側柱の掘形を破

壊 して掘 り込んでいる(PL.12)。

S E 979(PL.4)H東 地区。東西3.5m,南北 4m,深 さ 1.2mの 掘形に丼戸枠をとどめる。井戸枠は一辺約 1.6mの方形を呈 し,四隅

に柱をたてる型式。隅の角柱の内側の隅角に濤をつけ,そ こに長さ1.4m前後 ,幅25cm,厚 さ 3 clllの 横板をおとし込む。これを外枠 とし,内 に

もうひとつの枠をつ くる。内枠は先を尖 らした角柱を四隅に打ち込み,側に補穴を穿って横桟をいれたものである。底には直径10～ 20clll程

子があるが,隅柱の直上にある。廃絶時の埋土のなかか らは瓦,土器,土馬 ,

n以上)の西廂南北棟建物。 東側柱以東は発掘区外にのびて不明である。 柱間

と。重複関係か らすれば, S B987よ りも新 しい。 柱穴は小さく不整形のもの

が多い。

圏 :‡翅盈ミ咸!i如坤麺研榊紳魅仁魯とこ吾琵留よ
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2遺 構

S B 988(PL.5)H東区。 5間 ×2間 (12.7× 5.Om)の 南北棟建物。柱間は8.5尺の等間。南から2間 目と3間 日の柱筋中央に柱穴をも

うける。柱穴の重複関係ではS B987よ りも新 しい。

S B 989(PL.5)H東地区。 4間以上×3間 (8,8以上X6.3m)の南廂東西棟建物。柱間は桁行の西から3間が 8尺, 4間 目が 5.5尺。

契行は北から1間が 8尺で,そ の南と廂は6.5尺。西から3間 目と4問 目の柱筋に仕切の柱穴がある。身舎の南側柱の2穴は検出していない。

柱穴はいずれも小さく, S B987に よって破壊されているものがある。

S A 990(PL.5)H東地区。 9間以上 (20.7m)の東西方向にのびる枡。東端はS E991の 掘形によって破壊され,西端は発掘区外にの

びる。柱間は 8尺等間の部分と不揃いの部分とがある。 S B984の柱掘形が切込む柱穴があり, この付近ではもっとも古い遺構である。

S E 991(PL.5)H東地区。2.2× 1,9m,深さ2.9mの東西に長い掘形に方形の井戸枠がのこる。井戸枠は一辺0.9mで , 四隅に角柱を

たて,横桟を柄差にして外側に竪板をならべる。廃絶時の埋土から土器や瓦片が出上 した(PL.12)。

S B 982(PL.5)H東地区。 3間 ×2間 (5.4× 4.5m)の東西棟建物。柱間は桁行 6尺,架行7.5尺。

S B 983(PL.5)H東地区。 1間以上×2間 (1.5以上×3.6m)の建物である。隣接する S B984と 同時に建てられたものとみられるこ

とから, 2間 ×2間の方形建物とかんがえる。柱間は東西 5尺,南北 6尺。

S B 984(PL.5)H東地区。 2間 ×2間 (3.6× 3.6m)の方形建物。柱間は 6尺等間。

S B 985(PL.5)H東地区。 3間以上×2間以上 (7.2× 5,4m)の南廂東西棟建物。建物は西方と北方が発掘区外にのびる。 柱間は身

舎桁行 8尺,架行8.5尺,廂9.5尺。 4穴に柱根をのこす。重複関係からはS B983, S B984よ りも古い。

S B 999(PL.5)H中 央地区。 2間 ×1間 (3.6× 2.lm)の南北棟建物。

S B 861(PL.6)H中 央地区。 5間 ×1間以上 (15.0× 3,Om以上)の東西棟建物。西から2間 目の柱筋に仕切 りの柱穴をも少ける。南側

柱は発掘区外にある。柱間は10尺等間。柱穴の 1穴には, 角材を十字に組む礎板があった。建物の規模や重複関係からS B 862の 後身建物

であることがわかる。

S B 862(PL.6)H中 央地区。 5聞 ×1間以上 (15× 2.9m以上)の東西棟建物。柱間は10尺等間。S B861の 前身建物。

S A 863A(PL.6)H中 央地区。全長14間 (30.5m)の 東西方向の棚。柱間は 7尺前後で,完数にならない。

S A 863B(PL.6)H中 央地区。全長13間 (28,7m)の東西方向の柵。柱間は7,5尺の等間。 S A863-Aの後身棚。

S A 961(PL.6)H中 央地区。全長15間 (31.Om)の 東西方向のllll。 未検出の柱穴が 2穴ある。柱間は 7尺等間。

S A 870(PL.6)H中 央地区。南北方向の概。15間分 (26.8m)を 検出するが,南は発掘区外にのびる。柱間は不揃だが,平均 6尺等間。

耳ヒから5間から8間までを側柱としてS B994が付設されている。

S B 994(PL.6)H中 央地区。 3間 ×1間 (5.1× 2.lm)の南北棟建物。西側柱としてS A870を もちいた小建物。

園
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S B 864(PL,7)H中央地区。 9間 ×4 FHE(26.64X12.Om)の 南北廂東西棟建物。柱間は10尺等間。 東から4間 日の柱筋に間仕切 りの

柱穴がある。柱抜取痕跡があるが,廂 の柱穴には直径17cm程度の柱根をとどめるものがあった。また,礎板を挿入する例もある。重複関係か

らS B882の前身建物であることがわかる。

S B 882(PL.7) H中 央地区。 7間 ×4問 (20,7Xll.8m)の 南北廂東西棟建物。柱間は10尺等間。柱穴には, 花前岩や河原石, 板材

などを礎板ととして入れたものがある。S B864と ほぼ同位置で重なり, S B864を縮少して建替えた後身の建物である。

S B 962(PL.7)H中央地区① 6聞 ×2間 (13.5× 4.8m)の 東西棟建物。柱間は不揃だが,平均すると桁行7.5尺 ,架行 8尺。東西の妻

柱位置には柱穴がなく,西から1間 目の中央に柱穴がある。重複関係からは S B 882よ りも新 しい。

S B 963(PL,7)H中央地区。 5間 ×2間 (8.9× 4.Om)の東西棟建物。柱間は桁行 6尺。契行は13.5尺 を 2つ害」りである。 東から3

間目の柱筋に間仕切の柱穴がある。重複関係ではS B962よ りも新 しい。

S B 964(PL.7)H中央地区。 4間 ×2間 (9.6× 3.5m)の東西棟建物。柱間は桁行 8尺,架行 6尺 , ただし妻中央柱は東西ともに検

出していない。柱穴は小さく, S B 965と 重複するものがあるが,前後関係は判粥しなかった。

S B 965(PL.7)H中央地区。 3間 ×2間 (7.2× 3.6m)の南北棟建物。柱間は桁行 8尺, 梨行 6尺。一部の柱穴では平瓦を柱根の下

に敷いたものがある。

S A 865(PL.7)H中央地区。全長12間 (28.5m)の 東西方向の概。柱間は 8尺等間。柱掘形は小さく不揃いである。西端はS A887と

結び, 東端から2間 日でS A1045と 結ぶ。

S A 887(PL.7)H中央地区。 3間 (6.8m)の南ゴヒ方向のtll。 南端でS A865と 結が。

S A1045(PL.7)H中央地区。 2間以上 (4.5m以上)の南北方向の柵。南はS A865の 東から2聞 目と結び,北は発掘区外にのびる。

S B 866(PL.7)H中央地区。 3間 ×3聞 (5.2× 4.05m)の東西棟建物。ただし,東妻が 3間で,西妻を 2間 とする。柱間は桁行 6尺 ,

東妻の契行中央間5.5尺,両脇間 4尺,西妻は9.5尺と4尺にわける。柱根が 6本残存。

S B 867(PL,7)H中央地区。 6間 ×2間 (16.2× 5,Om)の 東西棟建物。柱間は桁行 9尺。梨行は西妻で 8尺 と9尺。ただし, 西妻中

央柱穴は西から2間 目の柱筋にあり,東妻の中央柱を欠 く。S B962と 同じ構造である。

S B 868(PL.7)H中央地区。6間以上×2間 (17.8以上×3.8m)の東西棟建物。東方は発掘区外にのびる。柱間は桁行10尺 ,架行6.5尺。

S B 869(PL.7)H中央地区。 7間 ×4間 (20。 7× 11.9m)の 南北廂東西棟建物。柱間は10尺等間。北廂の大半は発掘区外にのび,南廂

の2穴は検出していない。 2穴に柱根がのこるが,抜きとっているものもある。また,角材や長方導を礎板とするものもある。

S A1051(PL.7)H中央地区。東西方向の棚。 2間分 (4.2m)を 検出するが,東西ともに発掘区外にのびる。

S A 884(PL.8)H中央地区。南北方向の柵。 4間分 (8.5m)を 検出。
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2 遺 構

暗灰褐色粘質土

灰色砂混り粘質土

灰色粘土混 り砂質土

褐色粘土混り砂質土

灰白色砂質土

暗灰色砂質上

灰褐色上

褐色粘土混り灰色砂質土

9 灰色砂質粘土

10 青灰色砂

n 黄褐色砂質土

12 灰褐色砂質土 (床土)

13 黄褐色粘質土 (床土)

14 黄褐色砂質上 (床土)

15 暗灰色粘質土 (旧耕上)

16 校庭整地上
喩 蝉 ゆ」名 臨 評

1  蜘 団   唱鶏 評 L sA871」

7 S X873断 面図S A 885(PL.8)H中 央地区。南北方向の概。全長 6間 (12.3m)を 検出。南端は S A886と 結が。                  ig

S A 886(PL.3)H中 央地区。東西方向の棚。 2聞 (6m)を検出。西端は S A885と 結が。

S X 896(PL.8)H中 央地区。 直径で90clll程度の花満岩 3個が, 2穴 のなかにある。 上面が平坦なことから礎石として利用されたも

ののようであるが,本来の位置ではなく,耕作時に穴を掘 りこんで埋めたもののようである。

S A 871(PL.8)H中 央地区。南北方向の柵。17間 (35.5m)を 検出するが,両端は発掘区外にのびる。柱間は 7尺等間。 S D872に 沿

ってお り,坪内の外周を画する棚。柱掘形は一辺 lm内外の方形で,柱筋がよくとおっている。

S D 872(PL.8)H中 央地区。南北方向の濤。 幅1,1～ 1.6m, 深さ25～ 30clll。 部分的に深まるところもある。濤内には灰褐色上が堆

積 し,少量の遺物を含むが,砂などの推積はなく,常時水が流れた形跡はない。 S X873の 東側濤 (ag.7)。

S X 873(PL.8)H中 央地区。南北方向の通路。路面幅5,6m程度で,南北は発掘区外にのびる。路面を舗装した痕跡はなく,地山面で

検出。なお, S D872と S D874と の心心距離は 6m内外で,坪を画する南北方向の小路である(ig.7)。

S D 874(PL.8)H中 央地区。南北方向の時。幅1.1～ 1.8m, 深 さ25～ 40clll。 最下に褐色濡土混 り砂質上があ り, その上に灰白色砂

質上が重な り,部分的に暗灰色砂質土が堆積するが,水の流れた形跡はない。 S X873の 西側濤 (fig.7)。

S A1059(PL.8)H中 央地区。南北方向の築地。幅 2m前後,高 さ10clll前後である。基部は地山を削 りだしたものであるが,部分的に

積土を行っている。十坪の東限を画する築地。

S K 894(PL.8)H西 地区。大小 6穴の上壌である。灰色粘土,灰色砂質土などが堆積するが,遺物は包含していない。

S A 889(PL.8)H西 地区。南北方向の概。全長 7間 (13.3m)の 小柱穴列。

S B 875(PL.8)H西 地区。 7間 ×3間 (18.8× 7.2m)の 西廂南北棟建物。柱間は身舎桁行の北 2間が 8尺,南 5間が 9尺 ,架行 8尺 ,

廂 8尺。柱穴は小さく,建物方位は北で束にかれている。 5穴に柱根がのこる。

S B 876(PL.8)H西 地区。 5間以上×4間 (9.0以上×7.8m)の南北廂東西棟建物。柱間は桁行 6尺 ,身舎架行 7尺,廂 6尺。

S E 877(PL.9)H西 地区。一辺2.3mの方形掘形に方形の井戸枠をとどめる。井戸枠は12段残存している。それぞれの板は,長さ1.1

m,幅 20～25clll,厚 さ8 cll前 後の板で,木裏を手斧,木表を鈍で仕上げ,墨打ちを行って,木 口に凹凸の柄差しの仕口を行 う。枠は井桁に組

用
題
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Ⅱ 遺 跡

むのであるが,各板の外面に墨書で番付けを行っている。井戸の底には玉砂利を25clll程度の厚さに敷 く。その上面に,完形の土器,木器な

どが存在 している。堆積土はおおむね砂質上であるが,上部では暗灰色の粘土がつまる(PL.12)。

S A 878(PL,8)H西 地区。全長 5聞 (8.8m)の 東西方向の柵。方位は東で南にふれている。

S B 879(PL.8)H西 地区。 4間以上 ×2間 (8.2以上×5.9m)の東西棟建物。西方は発掘区外にのびる。柱間は桁行 7尺, 架行10尺。

柱穴の底には板片を敷いて礎板 としている。

S K1052(PL.10)H中央地区。十五坪北辺にかたまってある 6穴 の土墳。埋土は青灰色砂および,赤裾色土で遺物はほとんどないっ

S D1057(PL.10)H中央地区。幅約 3m,深 さ約45clllo S X1060の 北側濤か。

S D1058(PL.10)H中央地区。幅約 2m,深 さ43clll。 暗青灰色の粘上が堆積 している。 S X1060の 北側濤か。

S X1060(PL.10)H中央地区。 S D 1057と S D1058で 換まれる幅4.5mの 部分。十五・十六坪をliす る東西方向の小路の可能性がある

が, 2濤 の間に築地を想定すれば十五坪の北限ともかんがえられる。検出範囲が狭 く不確かである。

3 占地と時期区分

占 地 (PL。 1)調 査で検出した奈良 。平安時代の遺構が,平城京の条坊のなかでどのように位置ずけられるであろうか。 まず 条坊関

係からみてみよう。 H中央地区で検出した S X873の 心は, 平城官朱雀問心から国上方眼方位で東へ932.12mの地点にある。 これに朱雀大

路の国上方眼方位に対する振れN15′ 41″ Wの修正を くわえると*,朱雀大路との心心距離は 931.26mと なる。 この距離は条坊計画による

と坊幅 (1,800尺)+3坪 幅 (1,350尺)=3,150尺 とみられ, この場合の単位尺は29.59cmと なる。 つまり, S X873は 左京二方十・十五坪を画

する小路に相当するのである。小路の幅はすでにのべたように側濤心心で20尺である。さらに一坊大路と二坊大路 の計画 幅 を 1,800尺 に

仮定 し,仮想二坊大路の心から,H地区の東方拡張区で検出した S D 1000ま での距離をはかると, 8.9mと なる。これが三坊大路 のウち幅

であ り,全幅は約18mと ぃ ぅことになる。このようなことから, 十五坪の束西幅を推測すると, 坪の計画幅 (450尺)一小路■/2幅 (10尺 )一

大路4/2幅 (30尺)=410尺となる。さきに調査が行われている二条大路計画線と,H中央区北拡張部分で検出した S D1057, S D1058間 の中

点との距離を国上方眼座標を介して求めると137.02mで , 換算すると463.1尺 になる。いま, この 2濤にはさまれる部分を東西方向の小路

(S X1060)と みなし,坪の計画寸法を460尺 とすることも可能であるが,東西方向と南北方向で坪割 りの基準がことなることになる**。
他

方, この部分を坪をめぐる築地にあて,小路を S D1057の 北側に想定すれば,南方のS A961ま での距離は59,3mと なる。これは 200,4尺に

あた りS A961が 坪を南北に 2等分することになる。 両者のいずれをとるか, 今後さらに確実な遺構の検出をまって判断したい。

豪奈良市『平城京朱雀大路発掘調査報告書』1974 P21   *キ『平城宮発掘調査報告Ⅱ』P,99
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3 占地と時期区分

十五坪の時期区分 (■g.8。 9)調 査によってH中央・ 東地区が十五坪 のほぼ中心にあた り,そ

こに多数の遺構が重複 していることが明 らかにな った。 このよ うな遺構を時期別に分類す る必

要がある。 それ らの遺構は一様に灰褐色砂質土層面で検出 したものであ り,層位によって時期

区分を行 うことはできない。 このため,遺構の重複関係を基礎に し,建物間隔な どを加味 して

時期区分を行 った。 その結果,大 き くA～ Dの 4期にわかれ,各期のなか tよそれぞれ小期に細

分す ることできる。

Al期  建 物 7棟 (S B862,S B864,S B868,S B974,S B980,S B994,S B 989),棚 8条

(S A870,S A961,S A969,S A975,S A990, S A 1003, S A 1004),蕎 5条 (s D872,S D874,

S D 1000,S D1057,S D1058),井 戸 1基 (s E968),道路 1条 (s x873)が この期に属す る。 す

でにのべたように,坪を画す る小路および側濤 (s x873, S D872, S D874,S D 1000,S D1057,

S D1058)は この期に形成 されている。中心になる建物は ,S B864と S B980と である。それ ら

は南北,あるいは四面に廂をもち規模が大きい。 2棟の建物は建物の中心をそろえて東西にな

らび,その心心距離は170尺 となる。 S B864の 南50尺 の位置, つまり坪のほば中央に S A961

をもうけ南85尺にはS B862を 配する。 S B 8621よ S B864と 柱筋をそろえ, その桁行は東西で

各 2間を戒じている。 S B864の 北60尺の位置にS B868がある。 この建物もS B864と 柱筋が

一致し,西妻筋も一致していることから9間の桁行が想定されよう。 S B864の 西妻から西方ヘ

15尺 の位置にもうけるS A8701ま S B864と S B 862の 西面を遮蔽する棚であり, S B 864に近い

部分に小屋のS B994を もうける。この時期には坪の西面を画するS A871はまだもうけられて

おらず,S B864の中心から西方 115尺 のあた りに十坪の東辺と同じように築地がもうけられ

たものと想定する。さらに, S B864の 中心から115尺には東西の建物群を画する南北方向の柵

S A969があり, S B 864は 西辺の築地とS A969の画する敷地の 中央に配されている。坪の北

辺に位置するS D1058は ,遺構をとどめないが,東西方向の小路にともなうS D 1057に そって

もうける築地の南側濤である可能性もある。

S B980の 南方100尺の位置に,東西の妻柱筋をそろえるS B974が ある。S B974に関連する

S A1004, S A975, S A1003も 同時期とみられよう。このl1/1の 西側に位置するS E 9681ま西方

群の建物に属する。S B980の 北方, S B989は ,他の建物との規格をことにするが, この時期

Al期

A2期

―

。
。
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あるいはつぎの時期に属する。 S B980の 北方100尺の位置にS A990が あ り, これが検出した

建物群の北面を画している。この群の西延長部分とみられる柱穴を柵中央地区北拡張区で検出

していないことからすれば,北面のすべてにおよがものではない。

以上のよ多なことから,こ の時期の建物配置は坪の中心から東西に85尺を振 りわけ,それぞ

れの中軸線をきめ,南北に並列する3棟の東西棟建物を配したことになる。この場合,規模の

大きいS B864, S B980を 中心建物とかんがえてよい。 S A870, S A969, S A990は 建物群

をかこむ内柵ともいうべきものである。しかし,内概は完全に建物群を包囲せず,断続 して存

在することから,坪の内部を発あるいはウ塗に区分するものではない。さらに坪の中央から,】ヒ

方のS A990と 同様に150尺を南にとり,南面の枡を想定するならば, S B 862, S B974の 南

方にいま 1棟の建物を想定することは可能であるが,存在の有無は不明である。いずれにせよ

内lll内 には月ヽさな雑舎はもうけていない。

A2期 建物の基本配置はAl期を踏襲する。東方建物群では一部に糾の改修を行う程度であ

るが,西方建物群では大改造を行 う。

西方建物群においてはS B864の 桁行を 7間に縮めて S B 882を たて,それにしたがって南方

の S B 862も 西へよせて S B 861に 改める。 S A96と は約 6尺南方へ移動して S A863Aを つ く

り,東方へ延長する。S E963も 規模を大きくしてS E967を掘る。S B882の 北方では,Al期以

来のS B 868と のあいだに小さな建物 (S B866)を もうけ, これをかこむようにして S A887,

S A865, S A1045を めぐらす。坪の西辺では S B 882の 中心から115尺の位置に南北方向の柵

S A871を 新たにもうける。

東方建物群ではS B980と S B 9741まなお存続し,その間に介在する柵の位置を変更する。そ

れはS A1004と S A1003を 廃し, S A975を縮めてS A976, S A973, S A977を もうけること

である。 S A973は若千方位が振れるが, S A863Aと 柱筋をあわせている。

A3期 A2期建物の改修である。この時期ではS B866, S B868を廃 し, S B882の北側柱

から20尺をへだてて S B 867を たてる。と同時に建物 2棟にともなうS A887な どの4条の概を

廃し, S B 882と S B867の 西面を大きくかこむ S A886, S A885を つくる。またS B 882の 南

にあるS A863Aも S A863Bに変更する。
ig.9 十五坪建物配置変遷図Ⅱ



3 占地と時期区分

Bl期  この時期に属す る遺構は,建物 4棟 (s B869,S B962,S B964,S B 987),柵 5条 (s A863B,S A871,s A997,S A973, S A1056),

濤 5条 (s D872,S D874,S D1000,S D1057,S D1058),道 路 1条 (s x873),井 戸 1基 (s E 967)で あ り,A期の主要な建物は廃 し,以前 とは

ことなる建物配置をとる。 S A863B, S E967, S A973は依然として存続するが, それら以南はまったくの空地となる。主屋とみられる

2棟の2面廂建物 (s B869,S B987)は 北方に移動し, 柱筋をそろえて東西にならが。 S B987は 東で南へ若干振れるようである。 S B987

の桁行を 5間にするならば,主屋である2棟間の距離は220尺であり,坪の心から東西に110尺を振 りわけたとみてよい。 2棟の南面におい

ては, S A863B, S A973ま での間を空地とし,建物にはさまれる区域に小規模建物治よびそれらをかこむ棚であるS A997, S A1056を

配置している。

この時期の特色は建蔽率がきわめて低いことである。主屋の北側にA期で存在 したほどの付属屋を想定することはできない。 またこの時

期では,以前にあった 3棟の東西棟建物を南北に並列にするという原則はみられない。しかしながら,坪の中心から同規模の建物を東西に

並置するという原貝よはなおひきつづいて存続しているようである。

B2期 建物配置は基本的にはBl期と変わらないが, 中央の付属建物に改修を行 多。 S B92と S B964の 2棟 を廃し, それにかえてSB
963, S B96をたてる。 この 2棟は臨棟間隔20尺をおき,柱筋をそろえて東西にならぶ。

C期 この時期に属するのは建物 6棟(s B971,S B982,S B 986,S B983,S B984,S B 999),柵 4条 (s A966,S A981,S A 1001,S A1002),

井戸 1基 (s E991)で ある。B期の構築物はすべてなくなり,建物などは坪の東北隅にまとまる。 この時期には条坊小路が廃絶している可

能性と坪が東西に2分されている可能性がつよい。s B986が 廂をもつ唯―の建物で,消そらく主屋であろう。その北側にS E991を掘 り,

西方にS B971, S B999, S B982, S B 983, S B984を 配するが, いずれも小規模建物である。北辺のS B988は 西方が未発掘であるが,

S B984と 同様に2間 ×2間の建物であろう。建物群の西南は棚で画するが不規則である。ただ, S A966は 坪のほぼ心にあた り, この時期

になって坪を東西に2分する証拠でもある。

D期 この時期に属する遺構としては, 建 物 5棟 (s B970,S B 965,S B985,S B988,S B995), 1412条 (s A1006,S A 1007), 井 戸 1基

(S E 974)が ある。C期 と同様に坪の東側に建物を配置するが,配置はまったくことなっている。また,坪の小路はこの時期に完全になく

なる。南廂の柱筋を坪の中央にそろえ, 2面廂東西棟建物(s B970)を たてる。これが主屋である。その北に,S B970の心から50尺 の位置に

南側柱をおき, S B970の西妻柱と柱筋をそろえるS B995が ある。 S B970の 北方130尺 の位置にS B985がある。か りにS B985を 桁行 5間

に想定するならば,建物の中心が一致する。この2棟はいずれも身舎柱間にくらべて廂柱間が広いという特徴をもつ。S B995の西には南北

棟のS B 965を おく。S B970の 東にS E974がある。S E974の 北方にS B988を 配しているが,こ の建物の妻柱筋は井戸の心と一致している
°

S B970の 東南隅をかこむようにS A1006, S A1007が ある。D期ではA期のように2棟の主屋を東西に並置するのではなくて南耳ヒに重列す

る状況がうかがえる。
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坪名 時期

十坪

十五坪 A期

B期

建物 棟方向

S B875 N・ S

S B876 EoW

S B864 E・ W

S B862 E・ W

S B868 EoW

S B994 N・ S

S B980 E・ W

S B974 EoW

S B989 EoW

S B882 E・ W

S B861 E・ W

S B866 EoW

S B867 EoW

S B869 EoW

S B987 EoW

S B962 E・ W

S B964 EoW

S B963 EoW

S B996 EoW

S B986 N・ S

S B 983

S B984

S B982 EoW

S B999 NoS

S B971 E・ W

S B970 E・ W

S B985 EoW

S B995 E・ W

S B965 N・ S

S B988 NoS

I遺

規模・廂  桁行m(尺)梁 行m(尺)廂 m(尺) 備 考

7× 3 w  18.8(61)   7.2(24) 2.4(8) 方位振れる

5α× 4NoS 9.0(30)α   7.8(26)1.8(6)   ″

十 坪 十坪で検出した奈良 。平安時代の遺構には,建物 3棟 (S B875,S B876,S B879),

柵 2条 (s A878,S A889),築 地 1条(s A1059),井戸 1基 (s E877)が ある。 十坪の東を画す

る遮蔽物は,は じめから築地のみで,十五坪のようにlllllに 変更した形跡はない。この築地は

後世にも水日の畦畔として継続されている。建物 3棟については層位や柱穴の状況 ,方位の振

れ,位置などからすべてを同時期にすることはできない。S B 879は 柱掘形も大きく整ってお

り,奈良時代のものとみてよい。 S A878は多少方位が振れるが, S B 879の 前面を画してい

る。 S E877は奈良時代前期につくられ末期に廃絶していることが,遺物からわかる。S B87

6は桁行 7間程度の東西棟建物に想定できるが,方位は東で北へ振れている。S B875も 】ヒで

東へ振れている建物で,検出した層位によれば S B876の方がS B875よ りも古い時期のもの

である。

実年代の比定 十五坪の遺構に対する相対的な分期を行ってきた。つぎに柱穴などから出土

した遺物にもとずき,各時期の実年代の比定を試みよう。ただ井戸の出土品を除いて土器の

多数は細片であり,時期を確定することは必ず しも容易でない。

Al期  S E968,お よびS E877の 最下から神亀年間に比定できる土器が出上している。この

事実とつぎのA2,A3期 との関係から,Al期の終 りを神亀～天平初年(730年 前後)におく。

A2期  とくに時期を決定する遺物はないが, A3期の終 りから逆算すれば, 天 平末年頃

(745年前後)に終るのであろう。

A3期  S B980の柱抜取穴から平城官第Ⅲ期瓦 (天平勝宝年間)の軒九瓦である6282G, お

よび平城宮S K219型 式 (763年頃)以前と推定 しうる土器片が出土している。このことから,

この時期の存続期間は750年を中心とするころに比定する。

Bl期  S B 869,S B987で は瓦蜂を礎板に転用 している例があり,ま た柱抜取痕跡から平城

宮第Ш期の瓦 (6282G,6721K)が 出土してお り,こ の時期から瓦葺建物が出現することにな

る。このこととさきのS B980の廃絶時の上器から, この期の開始を760年代のはじめにおく

ことができる。B期の終 りは, S B869, S E967に平城宮 S E31lA型 式相当の上器があ り,

780年頃にかんがえる。

Ctt S E991か らは8世紀末～9世紀初の土器が出上しており,こ れを廃絶の時期にあてる。

Dtt S E979か ら富寿神宝や左京東三坊大路側濤のS D650B様式相当の上器が出土 してお

り, 9世紀の中ごろに廃絶するとみてよい。

5,4(18)α 2.85(9.5)毛 躍密7

9× 4 NoS 26.64(90)

5× lα    15.0(50)

6α× 2   17.8(60)α

3× 1     5,1(17)

7× 4 Pqtti  18.0(59)

6× 2    17.7(60)

4α × 3 S  8.8(29.5)α

7× 4     20,7(70)

5× lα    15,0(50)

3× 3     5,2(18)

6× 2    16.2(54)

7× 4     20,8(70)

3α× 4NoS 8,0(27)α

6× 2    13.5(45)

4× 2     9.6(32)

5× 2     8.9(30)

7× 2    12.4(42)

7× 2α w 17.5(58)

lα× 2    1.5(5)α

2× 2     3.6(12)

3× 2     5.4(18)

2X1     3.6(12)

3× 2     6.3(21)

5× 4N・ S15.0(50)

4α × 3α S 7.2(24)α

12.0(40)3.0(10) 間仕切

2.9(10)α

3.9(13)

2.1(7)

10.2(34)2.1(7) 縁

6.0(20)       lld■ :91」

6.3(21)19.5(6.5)

11.8(40)  2.95(10)

3.0(10)α

4,05(13.5)

5.0(17)

11.9(40)  2,98(10)

11,9(40)  2.98(10)

4.8(16)

3.5(12)

4.0(13.5)

4.1(14)

5。 1(17)α 2.7(9)

3.6(12)

3.6(12)

4.5(15)

2.1(7)

4.4(15)

13.0(44)  3.5(12)

西妻柱
一問束春 り

西妻柱
一問束寄 り

C期

D期

3× 2

3× 2

5× 2

7.2(24)     3.6(12)

7.2(24)     3.6(12)

12.7(42.5)    5.0(17)

Tab.2 6AFI― H区主要建物一覧表



1 奈良平安時代の遺物

A瓦 簿 類

2次にわたる調査の結果出上した瓦蜂類はその多 くが丸 。平瓦であり軒瓦は少なく,隅平瓦や若千の簿をかくむ。出土状況は掘立柱抜取

痕跡・濤・井戸などから出土した少量の他は,調査地域全域に分散して出土した。傾向としては,十坪に少く,十五坪,それも発掘区西半

分に多かった。とはいえ,発掘面積や検出した建物の棟数に比して,瓦類の量は少い。

軒丸瓦 (PL.14,fig.10)11型 式11種の軒九瓦をえた。多くが過去の平城官の調査で出土,報告されているものである。単弁の瓦は6133と

6151で ,他はすべて複分である。6133Hは内区に単弁16弁蓮華文を, 外区には内縁に珠文を配し,外縁は素文とする。時期は平城宮瓦編年

の第Ⅲ期である平。6151Aは 緑釉瓦。内区は単弁 8弁蓮華文で,弁間が広い。外区内縁には珠文を疎にめぐらし,PI・縁は6133と おな じく素

文である。胎土は軟質で灰白色を呈す。表面の緑釉は大部分余1落 している。同範品は平城宮推定東院地区周辺などで出土し,東院所用瓦と

かんがえられている。第Ⅳ期。6225Cは内区に径の大きな中房と8弁の複弁蓮華文を配し,外区内縁は2重圏線を,外縁には凸鋸歯文を配

す。第Ⅱ期にぞくす。 S A870柱抜取痕跡から出土。 6282Gは 内区が平板な線刻に近い複弁 8弁蓮華文で, 外区内縁は珠文,外縁は繰鋸歯

文とする。第Ⅲ期である。 5点出上し, うち2点が S B980A, S B869の 柱抜取痕跡から出土。6285Aは複弁蓮華文で,外区には珠文と線

鋸歯文を配する。第 I期である。6291Aは 間弁が連弁の形にあわせて周囲をめぐる複弁 8弁蓮幸文で,外区は珠文と線鋸歯文を配する。第

I期である。6301Bは 中房の蓮子が 1+5+9の 複弁 8弁蓮華文で,外区は線鋸歯文とし外縁上に凹線をめ ぐらす。第 1期にぞくす。

631l Bは平城官のいわゆる内裏型式で, 1+6の 蓮子をもつ中房は弁区に比べて一段凹む。外区には珠文と線鋸歯文を配する。第 I期であ

る。6316は間弁のない8弁の複弁連華文である。Gは中房が突出するもので,蓮子は 1+7である。同絶の瓦が平城京朱雀大路の調査で出

*『奈良国立文化財研究所基準資料I(瓦編2)』   聞前半までの期間。第二期,養老年間後半から   第Ⅳ期,天平宝字元年(757)か ら神護景雲年間
1975,平城官内の造営工事を基準として五期に   天平17年(745)の平城還都までの期間。第Ⅲ   までの期間。第V期,宝亀元年(770)以 降,延
区分する。第1期,和銅初年の遷都から養老年   期,平城還都後から天平勝宝年間までの期間。   暦3年 (784)ま での期間。

ヱ9



Ⅲ 遺  物

」疹杉形珍珍姥珍修笏物】一】一中 ♀_ィ_ィ_ィ_¬_¬

「
~~~~~~~~二挙と一―_____―司ドーーーーーーーー

=?Cm
fig.10 6AFI― H区出上軒瓦実測図



るキ
。6316は Aか らJま であ り,平城京羅城問地区**,西

降寺跡などから出土。第Ⅲ期であろう。ほかに新型式の軒丸瓦が

1点ある。複弁 8弁蓮幸文に復原できる。中房の蓮子は 1+6で ,中央の蓮子を大きくするのが特徴である。

軒平瓦 (PL.14,ag。 lo。 11)13型式14種の軒平瓦をえた。新出のものが, 1型式 2種ある。瓦当文様はいずれも均整唐車

文である。6663,6664,6671,6710は 三回反転の均整唐車文である。6663は外区に二重圏線をめぐらすものでAと Dが出 里

土。いずれも曲線顎である。 平城宮内では第 2次朝堂院地区などで軒丸瓦6225と 組み多量に出土 している。6664は Fが出

土。段顎で,軒丸瓦631l Bと 組む。時期は第 Ⅱ期。6671は上外区 。脇区を長円形の珠文, 下外区を線鋸歯文 とする。いわ

ゆる興福寺式の系統で,Dが出土。Dは平城京左京一条三坊の調査で出上 している*キ*。
顎の形態は,左京一条三坊の出土

品が段顎であるのに対 し,今回のものは曲線顎である。6671は軒丸瓦6301と 組む。6710は中心飾 りが山形 となるもので外区

の珠文帯には珠文のみのものと,珠文とX文を配するものがあ り,前者をC, 後者をAと した。 Cは これまで唐草文や珠

文の位置関係か らAの彫 り直しと考え,Abと してきた****。 しかしその後の平城官の調査で飽の破れ日をもつAが出土 し

たため,上述の見方を変更 し別種とした (fig ll)。 Cが Aと 異なる点は,内区の唐草文が大振 りで巻きが浅いこと,右第

2単位の主葉が界線にとりつ くこと,外区のX文がないことなどである。顎は曲線顎であ り,同伯瓦は平城京羅城関地区 ,

朱雀大路,西隆寺東門跡の調査で出上 している。第Ⅲ期にぞ くする。

6667A,6760Aは 4回反転の均整唐車文である。6760Aは従来のものとは趣を異にし, 中心飾 りに向って瓦当面左右両

脇から連結 した主葉が発 し子実も多 く付随する。外区には珠文を配 し,顎は曲線顎である。 4点出土 し, うち 3点が緑釉

瓦である。調整は無釉瓦の凸面に縄叩き目を残す。施釉瓦は両面とも丹念に箆磨きする。釉は瓦全体にかけるわけでなく,

瓦当面は全面に,凹面と側面は瓦当から約20clll前後に,凸面は約10clll前 後に限る。 無釉瓦は瓦当右上端に拍の破れで生 じ

た細隆帯が走る。平城官出上の同絶瓦では,傷は無釉瓦にのみ存 し,施釉瓦にはない。 おそらく新籠で施釉瓦を集中的に

生産 したものであろう。施釉瓦は平城官内の東院地区周辺にみられる。 無釉瓦は平城宮の東院地区および秋篠寺,長岡宮

からも出土 している。緑釉の軒丸瓦6151Aと 組み,時期は第Ⅳ期である。 4点 とも小路 (s x873)西側の整地上層から出土

し,特定の遺構に結びつかない。

5回反転均整唐草文には6721,6723がある。6721は今回のKを加えて11種 となった。他に C・ Fが出土。 6721はいずれ

も似ているが,Kは内区文様では中心飾 りの形や, 右第 3単位第 1支葉先端が下外区につらなることなどが特徴である。

珠文の数は上外区25,下外区18である。顎は曲線顎で平瓦部は凹面は布 日,凸面は斜行する縄叩き目で, いずれも全体を

単奈良市『平城京朱雀大路発掘調査報告』(19   掘調査報告』(1972,P 20～27,33～ 34)キ■*キ『羅城門報告』P20～ 22,『朱雀門報告』
74, P 12～ 13, 19～ 20) *キ■『平城官発掘調査報告Ⅵ』(奈文研学報第23    P ll～ 12、 19～ 20

1 奈良平安時代の遺物
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fig l1 6710A型 式軒平瓦

工*大和郡山市教育委員会『平城京羅城門跡発    冊,1975,P33～ 37,140～ 143)
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箆でていねいに削っている。同抱品が法華寺境内で出上 している。

時期は,瓦当文様や調整方法からみて他種 と同じ第Ⅲ期においてよ

いだろう。したがって組み合 う軒丸瓦も平城宮内とおなじく6282で

あるとかんがえられる。今回は6282Gが出土 している。遺構との関

連では,Kが S B869, S B 970の 柱抜取痕跡から,種不明のものが

S B987の 柱抜取痕跡からそれぞれ出上 している。

6723は新型式で,今回最も多 く出上 した。内区文様はきちんとし

た左右対称の均整唐草文 とはならずかな り退化してお り,瓦当左狽1

は唐草文も途切れがちで,主葉,第 1・ 2支葉が全て揃っているの

は第 2単位のみである。外区は大振 りの珠文で,上外区27,下外区

26,脇区各 3である。平瓦部は凹面が布 目で凸面は縦位の組叩き日

をかな り荒 く全面に削っている。顎は直線に近い曲線顎。色調は出

土 した22点すべて乳白色を呈し,特徴の一つに数えられる。6723は

6721を祖型にしたようであるか ら,第 Ⅲ期以降に位置づけられよう。

組み合 う軒丸瓦は不 FJl。 発掘区全体にわたって出上 したが,十五坪

の調査地域中央から北東寄 りの地区にやや集中していた。遺構との

関連では, S B965, S B982の 柱抜取痕跡から出土。

この他に6716Bが出土 している。6716は 3種 となった。Aは法華

寺阿弥陀浄土院跡
X,音如谷瓦窯跡

半*で , Cは大安寺跡
***で出土 し

ている。いずれも中心飾 りの左右に連なってのびる主葉の上下に,

支葉が各 3単位派生 してゆ くもので,A・ BoCは 支葉の派生や巻

き方が若千異なる。大安寺跡でまとまって出上 している6712に系譜

的に連なるものであろう。外区 ,脇区は菱形に近い珠文である。顎は

キ「平城官跡とその周辺の発掘調査」(奈文研年報 1973,P27～ 29)

**森郁夫・苦田恵二「平城ニュータウン地域内遺跡発掘調査概要J(『埋蔵文化財発

掘調査概報』1974 京都府教育委員会 P.125～ 133)

***「大安寺発掘調査概要」(奈文研年報 1967 P l～ 5)
保井芳太郎 「花瓦流波紋推移変遷図(其二)」 (『大和古瓦図録』1928)

Tab.3 軒瓦分類表



1 奈良平安時代の遺物

A・ Bが曲線顎, Cは段顎である。出土例は,瓦当と平瓦の接合は平瓦の凸面に厚 く粘土をあてて行っている。平

瓦部は凹面に布 目を残 し, 凸面は荒い箆削 りを行 う。 瓦当外縁にかな り広いはみだしがある。 S B974の 柱抜取痕

跡か ら出上 した。

その他の瓦類 (F感 12)瓦 類で最も多い九瓦,平瓦は整理途上であるため観察 しえた範囲内で述べよう。

平瓦は多 くが粘土板 1枚作 り製作によると思われるが,確実な証拠は見いだしていない。凹面に布 目圧痕,凸面

に縄叩き目をとどめるものが多い。縄叩き目の方向は縦位が主で,横位はごく少数である。成形後の調整によって

3種類に分けられる。

1:凸面の縄叩き目を狭端縁か ら約10Clll前 後磨 り消す。凹面は調整せず,布 目圧痕を残す。 2:凸 面Iよ縄叩き目

を残す。凹面は四辺を浅 く面取 りし,その部分の布 目圧痕を消す。この幅は平均で l cm程度だが,瓦によっては最

大で 3 cmに及ぶものがある。 3:凸面および凹面には特別の調整を行わずそれぞれに縄叩き日,布 目圧痕を残す。

この うち,主体となるのは 2で, 1と 8は少い。 1は比較的厚手のものが多い。 2は復原できるものや,大形破片

があ り,全長は平均で36cmか ら37CIIl,広端面幅27clll,笑端面幅平均22clllか ら23clll,厚 さは平均 2.5 clll。 色調は灰青

色を呈 し,胎土中に黒色の小石を含むものが多い。 S B 987の 柱抜取痕跡からかな りの量が出上 した。平瓦には施

釉品が少数ある。すべて緑釉で,釉は瓦全面におよばず狭端面と凹面の一部に限 られる。つまり凹面は狭端縁か ら

約20clllの範囲で, しかもた右の側縁か ら約 2 clllを除いた部分に釉をかけたと推定できる。胎土は軟質で灰白色を呈

している。

九瓦は完全なものがないが,破片から判断 してすべて玉縁丸瓦で,いわゆる行基九瓦はない。製作は粘土板巻き

つけによる成形 とかんがえられ,粘土紐巻き上げによる成形の痕跡は見いだせなかった。凹面は布 目圧痕をとどめ

るが,凸面は縦位の縄叩き目を箆で丹念に調整 している。

この他に隅平瓦が 1点出上 している。通常の平瓦の広端部を角度をつけて切 り落 してお り,現存する側縁か ら切

断縁までの角度は約120° である。面戸瓦・英斗瓦等は出上 していない。

導類 (Fig.13,14)長 方J_4の ものと台座様の特殊な形態のものがある。長方導は S B 869, S B970の 柱穴に礎板と

して埋めこまれていた。完形品では,各部寸法は綻 30.8clll,横15,8cIIl,厚 さ 7.lclllを はかる。方 1尺のものを半載

したものであろ う。

台座様の蜂は,直方体の上面四辺を大きく面取 りし,中央部を削 り残 したいわば我頭四角錐台となっている。中

央部には方 3 clll前後の仕 口穴を 2箇所に穿つ。各面は丹念に調整 したあとに稜線や仕 口の位置を示す定線を刻み ,



Ⅲ 遺 4カ

i                                   C市

fig.14特 殊 埓 実 測 図

第 1期  第 Ⅱ期    第Ⅲ期  第Ⅳ期

6225C―-6663A 613311       6151A― -6760A

これによって仕事を行っている。すべて焼成前の加工である。仕 口穴の周辺は薄 く象J離 しているから,おそらく

中央の仕 口穴に柄をかませて柱状のものを立てたのであろう。 横23.5clll, 縦現存部最大長26.4clll,高 さ8,8cm。

S E978の 埋土から出上 した。

6AFI区 瓦類の特色 6AFI区 の軒瓦を平城官出上の瓦と比較するとつぎのような特徴が指摘できる。

1:主体となる瓦は従来官内で未見の新種・ 新型式である。 2:出土点数は少いが宮内から出土する軒瓦と同絶

瓦があ り, 官内での組合 うセットが何種類か出土 した。 1は 6AFI区 の独自性を示 し, 2は 宮内出土瓦との

共通性を示す。このような独自性・ 共通性はいかなる意味をもつのであろうか。Tab.4に よるとこの共通型式は

第 I期から第Ⅳ期にわたるが,出土数は第 Ⅱ期に多い。これに対してこの地区の独 自型式があらわれて くるのは

第Ⅲ期以降の現象である。これは京内での瓦の使用にかかわる問題である。はや くから宮・京の造営 に関 して

は,こ となる軒瓦が製作 。使用された可能性がかんがえられ,近年の調査の進展にともなって具体的な指摘がな

されてきた。 すなわち, 左京三条一坊十四坪 (6AFJ区)の軒丸瓦 6091A一軒平瓦6691B。 羅城門跡周辺や朱

雀大路地区での軒丸瓦6316-軒平瓦6710Cであるキ
。 今回の軒平瓦6721K, 67231ま これに加わるものであろう。

同時に,上述の地域の瓦のあ り方は 6AFI区 と似た傾向を示す。たとえば 6AFJ区 では70点余の軒瓦がある

が**, このうち第 1期か ら第Ⅳ期までの宮所用の同飽瓦は少 く,と くに第 1。 第 I期は少い。これに対 し,主体

となるのは第Ⅲ期の6091A-6691Bで全体の60%以上をしめる。これにつ ぐのはやは り第Ⅲ期の軒平瓦6732で あ

る。朱雀大路側濤出土瓦はこの付近の宅地で使用されていたと推定されるが, ここでも第Ⅲ期の6316-6710が半

数以上をしめ,第 1・ 第 Ⅱ期の官所用瓦の同飽品は少い。これ らの結果共通 していることは,軒瓦は第Ⅲ期以降

のものが主体をしめ,それ以前の瓦は少数存在するにすぎず,主体となる瓦は従来平城官内では未見か,あ まり

出上しない瓦ということである。消そ らく京造営用の瓦が確立する時期が第Ⅲ期以降であ り, この時期以降京内

の建物に瓦の使用が患えたのである う。このような傾向が京内の条坊すべてにあてはまるかどうかは現段階では

わからない。 たとえば,左京一条三坊十五・ 十六坪 (6AFB区)の調査では400点 以上の軒瓦が出土している。

この瓦は第 1期から第Ⅳ期におよぶが ,主体は第 1,第 1期にあ り,瓦の型式は平城宮内と共通する***。 このよ

うな第 1,第 Ⅱ期の瓦が主体 となる点は上述の様相 とおおきくことなっている。 これについては,出土木簡か ら

みて 6AFB区 には親王級の住宅があ り,政府の官司が造作を主導 したとかんがえられている****。 そ ぅとすれ

ば,官瓦窯から平城宮所用瓦を供給された可能性があるか ら,第 1, I期の瓦が多い意味もうなづける。

6285A

6291A
6282G十三||:li 6716B

6301B-6671D               6723
6308B    6316G-6710C
631l B-6664F

6667

6682

Tab 4 6AFI区 軒瓦の時期と組合せ

(太字は平城宮内での出土が少いか未見のもの)
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*『 朱雀大路報告』P,19～20  キイ第46次調査」(奈文研年報 1968P,39) キ半*『平城宮報告Ⅵ』P.33～ 37  **著 キ同  上 P.136～ 138



1 余良平安時代の遺物

土器類は,掘立柱建物の柱穴・濤・ 土壌・井戸などか ら出上 している。井戸出上の土器は,完形に近いものが多 く,量的にもまとまって

いるので, これを中心に述べる。南北小路側濤 S D872・ S D874か らも平安時代初頭までの土器がかな り出土 しているが, 同時代の井戸出

土資料ではぼ代表 しうるので,今回は記述をはがいた。なお,器形 と手法の記号表示は『平城宮報告』による。

SE877出 土土器 (PL,15,fig 15,16)井戸枠の最下段にあたる部分に推積 した砂礫層から出土 した少量の上器 と,それより上層の埋土

から出土 したやや量の多い土器 とにわかれる。下層の上器は ,いずれも小破片である。土師器 としては,放射状暗文をもつ杯・ 皿,甕および

その把手があ り,須恵器には平瓶把手 と甕の破片がある。 8世紀前半中葉頸の型式で,井戸掘さく当初の埋土中に埋没 したものとみられる。

上層から出上した土器には完形に近いものが多い。奈良時代末期の上器である。まず土師器から説刀すると,杯には,高台のない杯Aが

＼
＼
こ __4_=

器土B

fig.15 s E877出 上土師器実測図

25
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fig 16 S E877・ S E967出上土器実測図

29

5点 (1～ 3)と 高台のある杯Bの 2点 (4)が ある。 1は ,日縁部以下の外面全体を箆削りした (C手法)あ と口縁部外面に箆磨きを施 して

いる。2・ 3は 1よ り小さく, 口縁部の外反の度合が強いもので, 4点 ある。底部外面を指先でおさえたまま残し, 日縁部は横撫でで仕上げ

ている。 3の 口縁部は,強い横撫でのために, ロクロびきのような外観を呈する。 4は, 口縁部が大きく開き,深い。口縁端部の内面への

折返しは,小さいが鋭い。手法は 1と 同じ。皿には, 口縁端部の内面への折返しがなく, 底部外面が不調整のもの 1点 (5)と ,折返 しが

あって外面を C手法で仕上げるもの2点 (6)と がある。 5の底部外面には,恭形の焼成後の線刻がみられる。椀にも, C手法のもの 1点

(7)と ,それよりもやや小さくて, 口縁部外面に箆磨きを施し底部外面を不調整のままに残すもの3点 (8,9)と がある。杯・皿・椀を

つ うじてみると,外面全体を箆で削るC手法のものがほば半数をしめている。この手法をもつ土器は,通例のごとく茶褐～赤褐色のやや粗

雑な胎上でつくられている。土師器には, この他に蓋A・ 盤A・ 高杯・重・甕Aが各 1点ある。 蓋A(10)は , 杯 Bと 一対になる。 盤 A

2δ

|

/∠ユ___
― ―

A

Y フ

＼ ――』



1 奈良平安時代の遺物

(11)の外面は,底部から口縁部に向って縦方向に箆で削ったあと,横方向の箆磨きで仕上げている。 内面の下半には, 黒色の有機物が付

着する。ほかに内面黒色の黒色土器で,高台をもつ底部の小破片が 1片あるが, 盤になるかもしれない。壺 (13)は , 球形の体部か ら広 く

短い直日の口縁が立ちあがるもので,高台と把手がつ く。体部内面は,指先おさえと刷毛による調整のあと乱方向に撫でつけている。体部

外面には全体に箆磨きを施す。甕A(14)の 外面全体には煤が厚 くかかってお り,体部内面にも有機物が付着 している。

須恵器の杯には,大中小各 1点 (15～ 17)の 杯Aと ,杯 Bが 1点ある。ttAは ,大小各 1点である。須恵器のなかでは,壷 の多いことが目

立つ。 体部が細長 くてやや太めの長い頸がとりつ く壷が 2点 (18'19)と ,倒卵形の体部に長頸のつ く壷 (20～ 22)と の 2種がある。後考に

は,21と はぼ同高であるが体部の少し細いものが他に 1点あ り,大 きさのことなるものが 4種で 1個づつそろうことになる。22の頸部の基

部は三段構成でつ くられてお り,底部には糸切痕がのこる。このほかに盤・ 甕の破片が少量ある。

SE987出 土土器 (PL。 16,fig。 16)や は り奈良時代末期のものである。土師器の杯は 6点であ り杯 A(23)と 杯 B(24・ 25)が半数づつ

である。杯Aの うち 1点のみが, 底部/1・面だけを箆削 りする手法 (b手法)に よってお り, 他はすべて C手法で調整 したあと口縁部に箆磨

きを施 している。23の底部外面に焼成後の線刻による×印がある。皿には,大 1点 。中 2点 (27),小 1点 (26)がある。27の み C手法で仕

上げてお り, 他はすべて底部外面を不調整のままのこしている。椀A(28)も C手法の仕上げであ り, 他に外面を箆磨きするものが 1点あ

る。蓋 2点 のうち,29は頂部が山形をなす蓋Aであ り,他の一つは平坦である。29には外面の縁部をめぐる箆磨きがない。また外面の縁部

には,黒色の有機物が付着 している。養は 2点あ り(30),図示しなかった個体は,体部内面を箆削 りで仕上げたものである。

須恵器には,蓋Aが 2点 (31・ 32),20に似た小形の重 1点 ,鉢 1点 (33)お よび甕の破片が少量ある。鉢は完形に近い。体部・ 口縁部の外

面は全体に媒がついてお り, 高台と底部外面は火熱を うけて赤色～灰白色を呈する。 鉢形の底部破片とみられる施釉陶器が 1点ある(34),

硬陶で,内外面のほぼ全体に釉がかかる。底部外面と体部内面には淡緑色の緑釉が比較的良好な状態でのこるが,他の部分は,つやのない

白色,黒色,銀色を呈する状態に変質 している。体部外面は白色に変質 した釉が上から下へ流れているようにもみえるので,あるいは多彩釉

であったかもしれない。底部外面の高台の内側には緑釉の上に厚 く漆が付着する。底部を漆塗 りのパレットに転用 したのであろう。

SE988出 土土器 (PL.16,fig 17)出 土量はごくわずかである。 上師器には甕の体部と把手の破片がある。 須恵器は, 完形に近い長

頸の壷が 1点 (35)の みである。いずれも8世紀前半中葉頃の形式とみなされる。

SE969出 土土器 (PL.16,ig.17)出 上 した土器はあまり多 くなく,年代の下限は 9世紀中葉頃まで下る。土師器の杯・皿類は,C手汝

および,底部外面を不調整のまま残 し,口 縁端部を狭 く強 く横なでする手法 (e手法)でつ くられたものの破片がほとんどである。36は e手

法による皿Aの完形品である。この皿Aの内面には,横撫で以前の刷毛目調整の痕跡がみえる。同じような刷毛目の痕跡は,S E877(1)・

S E967(23)に もあ り,杯皿椀類の製作においても,刷毛日はむ しろ普通に使用されたようである。黒色土器が少量ある。内面のみ黒色の杯

。皿類である。須恵器は,杯 A・ B各 1点 と甕の破片である。緑釉の杯が 1点ある (37)。 素地は黄灰色の軟陶。削 り出し高台。釉は内外全

27
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ig.17 s E968・ S E969・ S E991出土上器実沢」図
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6纏艶

面にかか り,黒色に変質 している。土馬 (38)は完形である。焼成後, 四脚の先端底面を磨いて平坦にするが,左後脚がやや短い。

SE991出 土土器 (PL.16,ag,17)奈良時代末期の上器である。土師器の杯A・ 杯 B(39'40)。 皿A(41)はほとんど C手法でつ くら

れている。高杯の脚部や甕・土馬の破片のほか,上錘 1点 (42)がある。土錘の長軸両端は, 箆で切 りおとされている。 表面の風化が著 し

い。須恵器には,杯A(43)・ B,蓋 ,壷 (45'46),甕がある。 44は特殊な形の杯で, 口縁端部をかるく外方に曲げ,底部は糸切のままで

ある。硬質であるが,やや褐色がかっている。

その他の特殊遺物 (PL.16,fig 17)遺構にともなわない遺物のなかに,三彩陶器壷の底部小片,緑釉陶器の杯ないし皿の高台部分,灰釉

陶器の皿 ,越州窯その他の磁器,土馬,土錘,硯,猪形土製品(47),紡錘車(48),墨 書土器 (49)な どがある。猪形土製品には,右前脚部分

を除いて,脚をさしこむ穴があけられている。48の紡錘車は,土師器の杯か皿の底部を転用 したもので,周縁は打ち欠いたままである。49

は土師器蓋のつまみの脇に書かれた墨書で,「阿多知」と読める。地名あるいは人名であろう。



1 奈良平安時代の遺物

C 木 製 品

木製品は井戸 (s E877,S E967)か ら出上 したもので,いずれも奈良時代末期から平安時代初期にぞ くするものである。

木 簡 (1)S E967の 埋土か ら1点 のみ出上 した。表面につぎの文字を記すが,裏面には文字がない。

播磨匠 □□

上端は切込みを入れて折 り,下端は折損する。左右の側面には割 り面をのこし,調整を行わない。表面は刃物で平滑にしているが,裏面

は割 り面のままである。 3字 目は国ともみえるが,判然としない。平城官出土例と少しくことなる肉太の大ぶ りの文字を表面の全体に記し

ている。文字は風雨にさらされたらしく,墨痕の部分がやや浮き出ている。

削掛け (PL。 17,ig.18,Tab.5)S E877か ら7点 ,S E967か ら11点,計18点ある。大型品を除き, いずれも短冊状の薄い割板の先端を

圭頭状に削り落し,下端を剣先状に尖らしたもので,頭部両端あるい1ま両側辺に 1回～数回の切込みを行 う。さきに『平城宮報宮報告Ⅵ』で

肥
酬
瑚
Ｖ

V15

fig。 18 削掛け実測図

は,削掛けを 5型式に分類 した*。 それはA切込みのないもの,B両

側辺に各 1個所の切込みをいれるもの,C両側辺に添ってそれぞれ

2個所で切込みをいれるもの,D両側辺か ら各4個所以この切込みを

行 うもの,E両側辺の対称位置に数個のV宇形切欠きをいれるもの

であった。さらに削掛け Bでは ,最上位の切込みの位置が圭頭下部両

側辺にあるもの Bこ と,圭頭両端上面にあるものB2に細分した。

今回出上 した削掛けは,型式不明のもの 3点を除 くと,削掛け Bl

が 7点 (4,6),削掛けB2が 5点 (9),削掛けDが 3点 (12,14),削

掛け Eが 1点 (15)であ り,削掛けA, Cは ない。削掛けBlの うち

2点 (6.7)は 1個所での切込み数が 3回 で,頭頂は鈍角を呈する。

他の 5点 の頭頂はほぼ直角である。削掛けBの うち 4点 (8～■)は

いずれも 1個所での切込みが 3回である。削掛けDの 4個所の切込

みは,上向きと下向きを交互に くりかえしたものである。今回の出

血  長 さ 最大 巾 最大厚 摺
りこ

許 肥 環象

1  (25,4) 2.6  0.35    1(1期 )      1

2   19.6   2.4  0.28      〃        〃

3   18,9   2.5  0.28      〃        〃

4   18,9   2.4  0.30      〃        〃

5   17.8   2.4  0.30      〃        〃

6 (20,7) 2.0 0.29      〃        3

7  (13.2) 2.1  0,21      〃        〃

8 19,7 2.6 0.19  1(頂 )  3
9   19.1   2.6  0.20      ″        〃

10   18,9   2.5  0.20      〃        〃

11 (16.7) 2.8           〃       〃

12  19.4  1.3 0.23   4(側)   3
13(11.5)1.9 0.40 不切 (〃 )  1
14(52.5)2.5 0.90 5+α (〃 )   3
15(20.8)31 0.25  4(側 )V字 切欠け

16 (17.0) (1.5)0。 19    -     
―

17  (12.0) 2.4 0.29     -     
―

18 ( 4.9)  ―- 0.29    -     
―

木取う素
柾  鋭

〃 鈍

板  鋭

板  鈍

柾  丸

板  ―

型式 遺  構

Bl  S E967
″   S E887

B2  S E967

D  S E877
〃   S E967

E  S E967
-  S E967

ド

＝

ｌ

‐―

， ハ
ト

＝

＝

Ｌ

Tab.5 肖J掛け計測表 単位cal
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Ⅲ ,畳 物

fig。 19木 製 容 器 実 測 図

土例にかぎれば,切削け Bi tますべて柾 目木取 りであ り,削 削けB2は板 目木取であった。

到物容器 (PL。 17,fig 19)針葉樹材を横木にとり, 刃物で くり癒いた片口形の容器 (19)。 器壁の一部を

わずかに外傾させ,回縁部を一段低 くして注 目をつ くる。注目の対称位置の口縁部に 1孔を穿つ。現状では

木栓でかさいでいるが,元来は柄をつけるためのものであろうか。内面に小さく焼け焦げた痕跡がある。最

大 口径15,Oclll,高 さ7,4clllo S E 967出 土。

挽物皿 (PL.17,fig 19) 口縁部付近の破片であるが, 全形を推測することは可能である。 針葉樹 の4/rt剤

を用い,内面を木裏としてロクロで挽いた高台つきの皿 (20)。 口縁部は低 く外傾 し,底部ハ縁に直立する

高台をつ くる。内外 ともロクロで挽いたもののようであるが, ロクロロは腐朽のためのこっていない。内面

には 2次的な刃痕をとどめる。直径27.5clll,高 さ2.Oclllo S E967出 土。

曲物容器 (PL.17,fig,19,Tab.6)完 形品が 2点ある。そのほかはすべて,底板や 側板などに分解 したも

のであった (21～ 29)。

21は 曲物製の杓。側板は0.5～ 0。 3cmの厚さで,全周の4/4程度を重ね, 口縁部の 1個所に切欠きをいれて樺

とじとする。樺縫いは 1個所 2列で行い, 1列 は 4段であ り,他は 3段である。この重な り部分の 上寄 りに

方形の孔を穿ち,その対称位置の下方に貫通 しない小孔がある。いずれも柄を固定する孔であ り,柄の角度

が20° であったことがわかる。底板は柾 目の板で, 表裏をていねいに削 り, 木口面が垂直になる。側板の下

端から0,4clll上 方に底板をとりつけ周囲の 4個所か ら木釘で回定 し, 上げ底風につ くる。 次1板外面中央付近

の半周にわたって朱の圏線がある。また,側板上端面には全周の約ウるにわたって使用時の磨耗痕跡をとどめ

る。この使用痕跡は柄に対 して左に少しくかたよる。直径15.6clll高 さ14.5clllo S E 877出 土。

22は大型の曲物容器である。側板は厚さ0.5cm内外で, 内 面 に

約 l cmの 間隔をおいて垂直のケビキをいれて曲げる。樺皮縫いは

1個所 2列で行ない,いずれも1日 くぐりの 5段である。底板は

厚さ1,lclllの 板日材で,やや上げ底風に側板にはめる。器 の上下端

にタガをはめる。それはケビキを行なわない帯状の板で,上下 と

も1個所で 2段の樺皮縫でとめる。器への固定は木釘で行ない,

下端では 5個所,上端では 4個所とめる。なお,下端の固定は底

板と同時に行っている。直径29.2clll,高 さ23.4ctto S E 967出 土。

醜  直 径 厚さ 木取 目釘  遺 構

2115.6    0.6 柾  4  S E 877
2229,6   1.1板  5 S E967
2314.3X13,90,7 柾  5  S E 877
24(22.8)     0.8 羽冤  (2)    〃

2514.7× 14.20。 9 柾   4  S E967
26 13.0× 12.8 0,7  ″          〃

27 13.9      0,8  つ更  (4)    〃

28(14,3)     0.7  〃  (2)    〃

29 12.2      0.5  〃

Tab.6 曲物底板計測表



1 奈良平安時代の遺物

曲物底板は 7点あ り, S E877, S E967か ら出上 した。いずれも,直径14clll内 外の大きさであ り,中型

曲物の底であることがわかる。

木 槌 (P L17,fig,20)頭 部 と柄部か らなる組み合せの槌である。頭部は柱状の角材に面取 りを行って

断面が八角形を呈する。一側面の中央か ら長方形の孔を貫通させ ,柄を挿入する。柄は握 りの部分の断面

形を隅丸長方形につ くり,頭部への挿入部を断面長方形 とする。頭部の両端面には打撲による凹みがのこ

っている。全長27.8c皿,頭長13.2cm,頭 部最大径6.lcrll。 広葉樹材 (カ シ類か)。 S E877出土。

陽物形木製品 (PL.17,fig.20) 表皮を除いた程度の丸棒状の広葉樹材か らつ くる。一端を斜めに削っ

て,ま るめ,全長の4//3程度を亀頭形につ くる。 先端に亥J目 をいれて尿道口をあらわす。他端は細かな削 り

で柱状にきりおとす。全長8,8cm,最大径3.lclllo S E967出 土。

木櫛 (PL.18,Tお 7)5点 出土 した (32～36)。 いずれも完形品でないが, 上縁がゆるく鸞曲 し,肩部を

まるくする横櫛である。 歯のひき通 し線は 直線 に近 い。 脊の上部が 九味をおびるA型 (33～36)と 角が

はるB型 (32)と がある。 3 clllあ た りの歯数は25～30本である。

その他の木製品 以上のほかに,箸 ,仕回のある板材, 先端を尖 らせた細棒などがある。 そのほか, 竹

片,モ モの種, ヒョウタンなどの植物遺体 もある。

井戸枠 (PL.18)S E877の 井戸枠は12段分のこってお り,そ の保存はきわめて良好である。 枠板は幅30

Ctll内外,厚 3～ 4 CIllの 針葉樹割 り材を長さ120CIll程 度に切断したのち,両端部に加工を施 したものである。

木理および割 り面の接続状況の観察によれば ,少 くとも2枚までは同一の板材を切断 してつ くったもので

あることがわかる。 半象の24枚は両端を凸形に残 し,の こりは凹形に くり瞼き, 互いに蒸籠状に組み合

せる。両端の加工に際しては, 墨線をひいて, きっち りと組み合 うように細工する。最下位か ら4段 目

までは東西に凸の枠板を用いるが, 5段 日以上は逆に南北に凸板をあてている。なお,外面は手斧 ,内面

は鈍で整形 している。

枠板の一部には,外面に,墨書による番付を記すものがある。番付は東西南北に分け,数字によって組

あげの順序を示すものであるが, 最下位か ら数えて 7段 日は「七」, 8段 目は「八」, 9段 日は「九」 と

あ り実際と合致するものもあるが,5段 目に「六」があ り,番付と実際の組あげとは限ず しも一致して

いない。

ig.20 木製品実測図

幅  高さ

7.40  (2.4)

(9.85) 3.86

(4. 3) 4.12

厚さ 歯数

0.43   66

0.68  (87)

0,71  (29)

3 Clll

の歯の数

30  B
29    A

25    〃

Tab,7 s E877出 土木櫛計測表 単位cln
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fig. 22

鉄 器 実 測 図
血 銭貨名 外縁径 内縁径

環謬

1.和同開弥 23.52 0.2 8.2
寅V外縁厚蕃詈重  量
6.2  1.14  0,35  (2.023)

D 金属製品その他

銅銭 (PL.18,ag.21)。 和同開弥 2,富寿神宝 1の ほか ,中 国銭 3枚の出上をみた。 2

枚の和同開弥はいずれもS B 970の 柱掘形の礎板下面に付着 していた。 1は左下縁部を

欠 くが,腐触・錆化が少なく,文字も鮮明。銭文は開を
《
開"につ くるのは普通の和同

銭 と同様だが,和の偏の五画日と弥の秀の第五画が長い。「禾和同」「長弥」とよばれ

る類例の限 られるものである。 2は大型の和同開弥である。 銭文は細 く明瞭で, また

開を
《
開"につ くり,普通の和同銭に近いが, 1と 同様に, 弥の秀の第五画が若千長

い。「長弥」に属する。富寿神宝は S E979か ら出土 した。銭型は小さく「小様」に属す。

富は「 ウ」冠につ くり,「田」の第四横線が短 く「日」がまえに接 していない, い わ

ゆる「不接培」とよばれるもの。 3枚の中国鋳は床上下から出土 した。乾元重宝は唐の

乾元元年 (758),祥 符元宝は北宋の大中祥符元年 (1008),天膳通宝は北宋 の天膳年 間

(1017～21)鋳造である。各部位の計測値をTab.8に示 した。

鉄釘 (PL.18,ig.22) 3本 出土。鍛造の方頭角釘である。 うち 2本は S E 967井 戸

枠最下段の東面枠板を南北の枠板に固定するために用いていた。足先の2//8程 度 に縦方

向の木質繊維が遺存する。全長は18.8calと 18.lclllで あり,大型である。他の 1本 は足

の先端折損。残長5。 6clllの小型品である。 S E979出 土。

鉄楔 (PL.18,ag.22)長 さ4.Oclll,幅 1.2clll,最大厚0.4clllの 小型の楔である。中部が

最も厚い。錆により使用痕の状況は不明だが,たがねとして使用も想定できる。H西地

区の責褐土層か ら出土。

ガラス玉 青緑色を呈する半球形の玉。半透明で内に気泡を有する。象嵌 して あ っ た

ものか。直径1.2clll,厚 0.7Cmo S E877の 底に堆積する礫層か ら出土。

浦
９７０
嶋
９７０
嶋
９７９

遺

Ｓ Ｂ

嵌

Ｓ Ｂ

嵌

Ｓ Ｅ

2.  〃  25。 1

3.富寿神宝 23.4

4.乾元重宝 24.2

5.祥符紳宝 23.3

6.天構通宝 25。 4

7.9   6.6  1.40  0.46   2.643

8,0   6.2  1.54  0,43   3.169

8,0   6.8  1.13  0,70   1,922

7.4   6.1  0.81  0.55   1.665

8.4   6.4  0.93  0.62   2.637

21.2

19.6

20.5

20.0

19.9

Tab.8 今同銭計測表 単位Imm, 〕・平均数値
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2 古墳時代の遺物

2 古墳時代の遺物

A土  器

奈良時代以前の上器には, S D 880。 S D 881か ら出土

した土器がある。 S D880出 上の上器は,5世紀か ら7世

紀前半までの上師器・須恵器を含むが, 出土量は多 くな

い。 S D881か らは,5世紀末ないし6世紀初頭 とみ られ

る土器の良好な一括資料をえたので, ここではこれにつ

いて詳 しく述べることにしたい。

濤 S D 881の 堆積土層は 3層にわかれるが(ig 3),上 層

と下層の上器は少量で,圧到的多数は中層から出土 した。

下層でも須恵器は確実に存在しており, 土師器の型式も

特別に変化がみられない。そこで, 出土層位を区別せず

に一括 して観察することにした。

器種と数量 出土土器の大半は土師器で須恵器は徴量に

すぎない。器種別の数量は Tab.9の とお りである。とり

あげた数は,完形品か ら小破片までを数えたもので, 明

らかに同一個体 と認められるものはのぞき, 董・ 甕で口

縁部をもたない小破片ははがいた。 土師器の重の数は ,

中 。小形のもののほとんどが完形品や 大破片であったか

ら,実際の個体数に近いとみなしてよい。高杯は, 杯部

と脚部の数に著 しい差がある。 偶然であるのか差のある

こと自体に意味があるのか, 速断しがたい。甕では,完

113

4

ng.23 s D881出土壷形上器実測図
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Tab 9 S D881出上■器
器種別数量表

皿 遺 物

形品 。大破片は20個体前後で,その他は口縁部の少破片であるから,個体数がかなり重複しているかもしれない。ここでは壺と高杯がほぼ

同量で,甕がやや少い程度という量的な比率を推定しておきたい。須恵器が少ないのは,須恵器が出現してまもない時点であるから当然の

ことといえょうが,それよりも微量とはいえ須恵器が生産地から離れた集落にまで早 くから普及したことを評価すべきであろう (Tab,9)。

壺 (PL.19,ag.23) 重には大中小の3種がある。小型重 (101～ 110)は ,いわゆる小型丸底土器の系譜につながるもので,やや扁平な球形

の体部にくの字形にひらく口縁部が之りつく。fig。25に器形の細部の変化を指数で示し,それぞれの指数の最高 。最低を代表する個体の図

を fig。 23に あげた。個体数の多いわ りに指数がよくまとまってお り,単純な様相を示している。ただくびれ高 (b)/口 縁高 (a)が,74以上と以

下の2種にわかれ,その差が実物を一見しただけでかなり容易に判別 しうる程度であることは,注意を要する。しかしこの場合,b/a指数74

以上の個体は, 口縁径(C)/体部最大径●)と くびれ径(f)/体部最大径0)では,よ り大きい数値を示すので,新旧の型式の土器が混在するものと

みなすことはできない。S D881の 小型壷は小型丸底土器の系譜のなかでは, 口縁部の立ちあが りの高さと径が最も小さい部類に属し, 最

末期の段階を示すものと考えられる。

製作手法もほとんど同一の手法によっている。体部外面の用1毛 目は,上部と下部とを別に行い, まず上半に上方でやや左に傾斜する縦方

向の刷毛目をいれる。その後,下半を乱方向の刷毛日で調整する。体部の内面は,指先でおさえたあと,下半部を箆で深 く削る。削りの方

向は時計廻 りが多 く,反対のものは少ない。 くびれ部まで削 りのおよぶ場合もある(103・ ■0)。 口縁部の内外面は時計廻 りに強い横なでを

施す。fig.25に参考例として近畿の類似遺跡をとりあげた。 平城官第 2次朝竺院東朝集殿下層幣 S D 6030の 下層土器は箆磨きの盛行する段

杯 他 実 測 図
*安達厚三「古墳時代潜出上の遺物J(奈文研年

キ■姿達習望
)。

木下正史「飛′鳥地域出土の古式土

37
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箆削 りがなくもっば ら刷毛による仕上げの段階に照応 している。なお,1031よ 容量が最大 ,

107は最小の上器。1101ま , 隧のように体部に穿孔 した土器で, 焼成後 内面からたたいて穿

孔し, 孔の一部を磨いている。 109は 2段の口縁をもつもので, 他に小破片が 2点 ある。

109の 体部外面上半には回転による用!毛 目がついている。105の 口縁部外面には維方向の暗

文風の箆磨きがみえる。

中型壷 (1■ ,■ 2)は球形に近い体部か らやや長めの口縁部が斜め 外方にまっす ぐにのび

る器形で ,日 縁端部は薄 く尖 り気味になる。製作手法は小型壷によく似るが,体部外面上半

に回転による刷毛 日 (111)や箆磨き(112)の つ くことが多い。大型壷 (113～ 115)には 2段の

口縁をもつものが多いが,いずれも小破片で,全形は不明である。

なお,小型董と中型重のなかには, 外面に煤のつ くものが,それぞれ42%, 73%あ る。

これらの上器は火熱にあてることがむ しろ通例の用い方であ り, 純粋な貯蔵容器は, 上師

器ではきわめて少量の大型壷にかぎられているようである。

高杯 (PL.20,fig.24)杯 部の形か らみると,a:ゃ や外方に張った底面か ら口縁部がゆ

るやかに斜め外方にのびるもの (116,117), b:円 盤状の底面か ら急に屈折 して口縁 部 が

ひ らく大型のもの (118), C:底面か ら内側に彎曲しなが ら直立ないし内傾気味の口縁部に

続 くもの (119)の 3種に区別できる。 aの 内ハ面には刷毛目がつき,bの 内面には暗文風の

箆磨きがつ く。脚部はラッパ状にひ らく裾部から屈折して急傾斜に軸部が立上がるもので ,

軸部の上端は杯部底面に深 く挿入する。 軸部の内面上端には, 杯部下面に向けて細い棒状

のものをさしこんだ痕跡がみとめられる。 裾部の周縁は, いずれも角ばった面をなしてい

る。脚部に 3孔あるもの, 1孔 あるものが, それぞれ 2点 ある。脚部は, 軸部内面の箆削

りの有無と裾部内面の用J毛 目の有無 とによって, イ :削 り十刷毛日, 口 :し ば り日十刷毛

目,ハ :削 り+撫で,二 :し ば り目十撫での 4種に区別できる。 S D881の資料では, 杯部

aと脚部 イ・ 口の結合関係を確実にいいうるのみである。

甕 (PL.21,fig。 26)全形のわかるものは小数であるが,体部は球形に近い。 口縁部の形

によって 2種にわかれる。 aは 日縁部が内弯気味に立上 り口縁端部内面が 肥 厚 す る もの

(128～ 130),bは 口縁部が外側斜め上方にまっす ぐのびるか,外側に反転する傾向にあるも

2 古墳時代の遺物
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Ⅲ )童 物

の (131～ 133)で ある。両者ともに体部の外面を刷毛で仕上げ, 内面を箆で削るのが普通である。体部中央の煤がとくに濃い。a,b以外に

口縁部が 2段になるものがある。136・ 1371ま伊勢湾地方を中心に分布する土器である。

土師器には,以上の他に杯 (124,125)や 鉢などが少量ある。126,127は ,輪台状の医部をもち,127に は叩き目がある。一見第 5様式の弥

生式上器にもみえるが,は るかに小さく必ず しも弥生時代のものとはいいきれない。 141は菟形の上器の頸部破片で, 外面に格子の叩き目

がつ く。軟質で黄土色を呈する。将来品であろう。

須恵器 (ag.26)蓋 (138)は,硬質で青みのかった紫色を呈する。口縁端部はやや肥厚 し丸 く終る。頂部の外im全体をていねいに免で削っ

ている。高杯 (139)。 重 (140)は青灰色で,後者は完形である。他に甕の体部破片がある。

fig 26 S D881出 上甕形土器他実測図

3δ

ク メ ~~氣

―生、___デ

三二三=エーT~
=丁

下ユ   _ジ

ダ11F″

0                   10                   20Cm



古墳時代の遺物

農工具 (P L22・ 23,■ g,野・28)農工具としてtま ,鋤などの耕起穿具が主な遺物である。

1 長柄鋤 (1)身 と柄を一本から削り出した鋤で,現在柄端の部分を折損している。板状の身は外面に舟底風の反 りをもたせ,内面を平担

につくる。基端部は直線を呈し厚く,内面中央に柄の下端を隆起さす。先端の内面は剥離しているが, U字形のほぼ旧状をとどめる。しか

し鉄の鋤先をはめた痕跡はない。柄は約20° の角度をもって丸棒状につくる。残存長65,4clll,身部幅15,4clll,柄 部直径3.4cm。

2 着柄鋤 (2～21)身 と柄を別個につくる鋤で,身部が20点出上している。 その形状はナスビの縦断面形に似ており, 起耕部分である

刃部と柄をとりつける基部からなる。201kほば全形をとどめる3股の鋤である。刃部の外面周縁を薄く削って反 りをもたせ,その外面は舟

底形を呈する。刃部の幅を次第に減じて基部に移行し,両側に突起をつくる。突起の上部はさらに幅を減じて,柄をうける棒状の基端部と

なるのであろうが,いまは折損する。この突起と基端部で柄を着装するのであろう。残存長35.5clll,最大幅23.6clll,厚 さ l Cal内外。 2は鋤

身の縦半分で,つ くりは20と 同じであるが, 2股につ くる。残存長37clll,複 原最大幅20clll,厚 さ0.8clll前 後。

3 えが り形農具 (22～27)横長の板材の下縁を薄く削って刃部とし, 中央の上縁寄 りに柄壺をあける。柄重には方形のものと円形のも

のとがあるが,その周辺をわずかに厚くする。23は刃部を直刃につくるもので,長さ33.4clll,厚さ21.8clll。 同形のものが他に 4例あり,そ

の大型のものでは柄重の左右に支木をはめる綻長の孔をあけている。22は刃部を 6歯にわけるもので,両側縁を弧形につくり,幅 も広い。

長さ33.8clll,幅 22.9clll,厚さ l clll前 後。いずれも広葉樹の柾日材である。

4 鍬 (28)柄壷部分の断片で全形は不粥。外面に舟形隆起をとどめ,その中央に柄壷の方孔を穿つ。柄壷の状況からすれば, 柄は鍬身

に対して鋭角にとりつけられていたようである。残存幅15.9clll。 広葉樹板目材。

5 フォーク形農具 (29)歯部の断片で原形は不明。厚手の基部から串状の長い歯をつくり出したものである。歯は丸棒状を呈し, 先端

に向って尖る。残存長37.8clll,厚 さ2.lclll,歯 部最大経1.7clll。 広葉樹板日材。

6 土工具柄 (30～32)鋤などの上工具に装着する柄の断片が 3点ある。30は T字形柄頭。広実樹の割 り材を棒状に加工し,先端に角柄を

つくり,短い丸棒をT字形に組合わす。残存長40,8clll,握部直径3,2clll,柄 頭の長さ1lclll。 31は柄頭に把手をつくる。柄頭を逆鐙形に残し,

中央をくりぬいて把手につくる。残存長62.8clll,握部径 3 clll前 後。広葉樹の割材。31は着柄鋤の柄 らしい。

7 竪杵 (33～39)広葉樹の割 り材を円柱状に加工した竪杵の断片で,7個体分ある。 両端を太 くし中央の握部を細 くするのであるが,端

部から次第に細 くする例と,中央部付近で急に細くする例であり,節はない。先端部は凸画を呈し,顔著な使用痕跡をとどめる。33は残存

3タ
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長52.7cm,最 大径9,OClll。 なお, 日 らしい断片も

出上 している。

8 手杵 (41)柱状の身部 と棒状の柄部 とか ら

なる。身部と柄部 との境 tよ斜面 となし,柄頭を太

く削 りのこす。身部の周側面には使用 痕 跡 は な

く,木 口面では腐触が進行するが,な おわずかに

打撲の痕跡をとどめている。全長28.4clll,身 部直

径10.9clll,柄部直径4.2clll。 広棄樹割 り材。

9 横槌  (42～ 43)手 杵 と同様の形態 を と る

が,使用痕跡が身部の周側面にみ られるものであ

る。現在 ,柄部は折損。残存長17.5clkl,直 径9.lClll。

広葉樹の心持ち材。

10 加工台 (50)身部 と柄部を一 木か ら削 りだ

す。身部の断面は長方形を呈し,平面形は楼形に

近い。その中央部分の四面は刃物で切 り刻み凹面

をなす。柄部は九棒状に削って,長い。本来は何

らかの工具の未成品であろうが,工作用の台に転

用されたもの。全長57.8cm,最 大幅14.3clll,厚 さ

10,lcm, 柄部直径3.6cBI。 広葉樹の心持ち材。

その他の道具 (PL,23・ 24,ig.28・ 29,31)

農工具のほかにつぎのような道具がある。

1 梓 (48)工学形をなす梓の外枠部分である。

全体を丸棒状につ くるが,軸と接合する部分を山

形に高 く残 して,柄孔を穿つ。さらに側面からは

目釘子とをあけて軸を強固に固定 したようである。

長さ33.4clll,最大径3.7cm。 釘葉樹の柾 目材。

2 古墳時代の遺物
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Ш 遺 4勿

2 槌の子 (44～47) 自然木を短か く切断 し,中央部を削 り込んで細 くする。 広葉樹の枝ないしは細い幹か らつ くり, 削 りのおよばない

部分には樹皮をとどめる場合がある。 4点出上 してお り,44は長さ14,7cIIl,最大径6.9cm。

3 火鑽日 (49)細長い板材の一側面に2.5～ 3 clllの 翻隔をおいて,5個所で切込みをいれ ,それにそって田部を凹める。田部は直径1.3cIIl,

深さ0。 7cIIl前後で,周囲を摩 くめて焼焦げている。現在,両端は折損。残存長24.7clll,幅 3.Oclll,厚 さ1.5cm。 針葉樹柾目材。

4 竹 櫛 (79)10本 前後の竹串をならべ,中央部でU字形に曲げ,根元を縛 りその部分に黒漆をかけて固定 したもの。 現在,歯の部分

を欠 く。残存長3.Oclll,幅 3,7clll。

5 槽 (51,55～60)木 心をさけた長方形の厚板をカマボコ形に今」り過いて槽としたもの。多 くは断片であ り全形をしりえないが,いずれ

も木裏を上面にあてる。日縁部が直立するものと外傾するもの,底部外面に四足をつけるものとつけないもの,精製品と糧製品などの差異
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ig.29 s D881出 土容器類実測図



がある。51は四縁部を外傾させ ,四足をつける精製品である。長さ47.4clll,高 さ7.2clll。 針葉樹材。

6 盤 (52)槽 と形態が類似するが,浅いもので, 盤 と仮称する。 52は 2次的に切断されているが,ほ

ぼ形を うかがえる。幅広の口縁をつ くり,内面の外周を濤状に凹め,中心部は凹面をなす。削 りの整形は

粗 く未成品の可能性もある。木取 り木裏を上面にしている。残存長37.2clll,高 さ3.5cm。 針葉樹材。

7 蓋 (61～ 62)容 器の蓋 とみ られるものが 2点ある。61は載頭円錐形のもので,内面を浅 く割 り盈 く。周

縁に小孔を貫通させているが, これを本体に結ぶためのもの。腐触が進行しているが,外面はロクロで整

形 しているようである。直径12.5cIIl,高 さ2.5clll。 針葉樹板 日材。62は精円形の被せ蓋の破片である。 上

面は平担面をなし,下面の縁端からやや内側で少 しく突帯状に隆起 している。全体に丁寧な削 りで整形す

るが,内面の突帯部分の内側の削 りは粗い。楕円形曲物の蓋に似るが,側板をとじつけた痕跡はな く,こ

の状態で完結 している。残存長30.5c皿 ,高 さ1,3cm。 針葉樹板 目材。

8 腰掛け (67)長方形の板材の四隅に方孔をあけたもので,四足の腰掛けとおもわれる。 上面の中央

部は削 り窪めて凹面をなす。方四隅の孔の 1つに挿入 していた足の残欠をとどめている。長さ56.8clll,幅

22.9clll,厚 さ3.3clll。 針葉樹板 目材。

9 舟 形 (53,54)角材を削って舟形にかたどったもの。 2点出上 している。 53は 保存状況はわるい

が,両端の舟首と舟尾を尖が らせ,上面を舷側部分よりも一段低 くする。舷狽J部分には上面か ら今」りぬき

をおこなっている。長さ34.6cm,幅 8.7Cm,高 さ 4 cm。 針葉樹材。 古墳などか ら発見される土製品, 石製

品に類似のものがあ り,舟の形代であろう。

建築部材 (PL,24,fig,30)建 築部材として切らかに判別 しうるものは少なく,柱や壁板 らしきものは

多い。いまのところ完全な整理を終えていないので,特徴のある 2, 3の 部材についてのべることにする。

1 棟端飾 り (63)断面形が半円を呈する木片である。正面木国は底面に対 して約110° の転びをもち,面

取 りや彫刻によって重弧文風の飾 りをほどこす。後方の木 回は正面と平行して傾き,中央の下寄 りを丸柱

風に削 りだすが,その端部は焼損 している。この種の飾 りは家形埴輪にみられるところであ り,心持材の

棟木の先端を加工 し,円柱状の部分に破風板をはめたものとかんがえられる。残存長17.lclll,幅 14.6clll,

高さ10.OCtll。 針葉樹材。

2 壁板 (64)直角三角形の割 り板。斜辺の木 口を斜めにそぎ,片面では縁にそって刻線をいれ,中央や

や下寄 りに 1孔を穿つ。また,長辺と斜辺の頂部には線にそって浅い切込みをいれている。斜辺の角度は

2 古墳時代の遺物
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約60° であ り, これを屋根の勾配にあてると,妻の壁板 とな り,斜辺の孔は垂木を固定するためのもの

となる。高さ35,7Cm,幅 21.8clll,厚 さ1.5clll前 後。広葉樹板 目材。

3 梯 子 (65) 1木 でつ くる梯子の断片。段の部分をとどめ,断面形をカマボコ形 とし,上面を平

坦に下側を斜めに削る。残存長15clll,復 原幅13clll。 広葉樹板 目材。

4 柱 (66)幹木を利用 した柱。上端は分枝の二叉をとどめ,桁ないしは棟木を受けるようである。

表面には整形を施す。広葉樹で樹皮をとどめる黒木材であるが, 下部は折損 してお り, 全長をしるこ

とができない。残存長200.5伽,最大径7.3call。

用途不明品 (PL.24,■g.32)加工整形 した木製品のうち用途を判定できぬものを一括して記述する。

1 68は厚い板状の両側を,ゆ るく内彎させつつ末広が りに削 り落 し, 琴柱状の形 としたもの。 下底

部を帯状に削 り残す。 頭部に断面短形の柄状のものをつ くり出すが,先端は折損している。 一面に数

個所にわたって肖」り込みをおこない,平行線状に凹凸をつ くる。片面は平滑に整える。現存長20.2cm,

うち柄部長2.lcIIl,最大厚2.7伽 ,柄部厚1.5clll内 外。広葉樹被 目材。

2 快 りのある板材 (69～78)長 方形の薄板の周囲を削 り整え,下底より快 りをいれたもの。木口を

横にむけ,両側を直線的に削ると共に,下辺中央を等脚台形状に快ったもの (A)と ,木口を上下にあ

て,両俣1上半をなだ らかに弯曲させて削 り落 し, 下辺中央に尖塔付 ドーム状の快 りをおこなったもの

(B),さ らにBと 同じ木取 りで両側の下半を斜めに削 り落すか,な いしは両側上位に切 り欠けをもつ

もの (C)の 3種がある。Cの扶 りの形態は不明。Aには大・ 中・小の 3様がある。69は大型の例で,表

面をていねいに鈍で削 り,周周を削 り九める。長24.5CIll,下底での幅30.5clll,最大厚2.5clll。 中型品では,

長15.4clll,幅 25.5CII,厚1.6ctll,小型品では長10CIll,幅 20.2clll,厚 1,7CIll内 外をはかる。 いずれも針葉樹板

目材製。70は Bの 1例で,上端を腐触により失 う。現存長35,Ocm,幅 25,Oclll,厚 0.8clll。 針葉樹柾 目材。76

は Cの例で半ば以上を失 う。肩に小円孔を穿つ。長28.2cIIl,厚 0.8clll。 78も Cの側面に切 り欠けを有す

る例。切 り狂け近 くに 1小円孔を穿つ。 半欠。長31,OClll。 復元幅21cn, 厚1.Ocm。 両者ともに針葉樹

柾 目材である。

3 その他の木製品  仕 口,穿孔のある板,棒材,削 り加工を施 した棒材, くりこみのある棒材,角

材片など用途不明の木製品が多数出上 した。 その他に自然木や, ヒョウタンやモモの種などの植物遺

体が比較的多 く出土 した。
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3 中世の遺物

3 中世の遺物

H中央区を南北に綻断している土堤状遺構の東偵Jには,河川の氾濫を物語る砂層が一面にひろがっていた。H東地区の北東部からはじま

り,中央地区と東地区の接するあたりの堆積はとくに厚い。この砂層にはこけら経など中世の信仰に関する遺物,あ るいは瓦,土釜,灯甥

lllLな どが比較的豊富に混在していた。ここでは信仰に関係する遺物をとりあげ,その他については他日あらためて述べることにする。

A こけら経・笹塔婆類

こけ ら経・ 笹塔婆の類は完形品がきわめて少 く,多 くは細片である。その数は多 く,断片を 1点 として数えると,約 9.500点 になる。 う

ち笹塔婆・ 名号札などが2//3を 占め,の こりがこけ ら経である。それ らはヒノキなどの板を薄 く承1いだ,いわゆる「 こけら」とか経木と呼ば

れる薄板を用いて名号・種字・ 真言・経文 。願文などを書写 したものである。 今回の例はおおむね 0,lHLllの 均等な厚さの薄板で,表裏とも

なめ らかで文字が書きやす くなっている。

笹塔婆 (PL.25)短 冊状の経木の上部ウなを五輪塔形に刻み,地輪部を下方にのばす。長さ17clll内 外,幅 2.2cm程 度が標準。五輪の表現に

は多少の相違があるが,火輪部を四角形にあらわすものが多い。表裏に五大種字や名号を墨書し,その書き方は以下の 9種類にわかれる。

(1)表 の上部に「 R((く (」 の五大種字,その下に「南無阿弥陀佛」の名号をか く。裏に「 t」 を記す。

(2)表 に五大種字を記 し,裏面に文字を記さない。

(3)表 に五大種字を記 し,裏に阿弥陀の種字「弐」を記す。

(4)表 に五大種字 と名号を記 し,裏に「 t」 「 童」などの種字を記す。

(5)表 に五大種字と「 熊」を記 し,裏に「 t」 ,「 (Jな どを記す。

(6)表 に五大種字 と「 (」 を記 し,裏 に「 t」 ,「 意」を記す。

(7)表 に五大種字 と「 苺」を記 し,裏に「 t」 を記す。

(8)表 に五大種字を記 し,裏に「 t」,「 H」 を記す。

(9)表 に五大種字と「南無地蔵 (大)菩薩」の名号,裏に「 t」 を記す。

押印笹塔婆 (PL.25)笹 塔婆 (1)と 同じ内容であるが,種字 。名号などを墨書でなく押印したもの(10)。 印文の五大種字と六字名号の

間隔が一定 していること,文字がよくそろっていることか ら, 1個の細長い印とみている。また墨書の場合では裏に書 く「 t」 も,五大種



Ⅲ 遺 物

宇の下においている。また文字のかたちには相違があり,数種類の印を識男Uす ることができる。

これまで,紙に名号をいくつも書く日課念仏業の一手段として六字名号の印を用いることは知られていたが, 中世の笹塔婆の押印例が大

量に出土したのは珍 らしい。印文の様子から,紙用の印を転用したものでなく,笹塔婆専用の印とみられる。文字は春日版にみられるよう

な楷好なものであり,専門の彫工の手になったものらしい。五大種字と名号を片面に押印するもの以外に,表に五大種字のみを押す もの

(11),表 面に五大種字を押し裏に「 t」 を押すもの (12)な どがある。 その場合,「入く(く R」 と「 t」 の印が別個にあったことになる。

出土例では笹塔婆 (1),(2), および押印笹塔婆 (10)カミ大半を占めている。 それらは何枚も重ねて束ねたらしく,同 じ筆跡,同印のも

のが20点以上重なっている場合があった。

名号札 短冊形の経木の頂部を出形につくり,五輪塔形を刻まないもの。笹塔婆と大体同じ幅か, それよりもやや大きい約2.4CIIl幅 である。

完形品はなく全長は不明。内容は「南無阿弥陀佛」の第号のみだが,書式や書風はさまざまで筆跡も複数である。笹塔婆のように同一規格

品を大量に書写押捺したのではなく,奉納者それぞれが意に任せて自由に書いたものであろう。また一枚に第号を数度記 してい る例 が多

く,た とえば表裏に名号を 1度以上記すもの (13),表 に 3度記し裏に記さないもの (14),表に 3度記し裏に 1度記すもの (15),表に小字で

2行ずつ 3回記し裏面に記さないもの (16)な どの変化がある。そのほか, 特殊なものとして, 表に「 Rぺ ■C(R」 の梵字による宅号を

記したもの (17)や,表に「 聰Qミ ミk」 の梵字による大日女H来の報身真言を記し,裏に「 K」 を記すもの (18)が ある。

印 仏 (PL.25)名号札と同様に短冊状を呈し,上部に地蔵菩薩 (19)ま たは阿弥陀如来 (20)の 印仏を一顆押したものがある。両者とも

像高約4,5～ 5 cIIlの 立像で,正面を向き踏割蓮華の上にたつ。地蔵菩薩は左手に宝珠,右手に錫杖をもつ。阿弥陀如来は右手を胸前にあげ,

左手を垂下しており,印相は判然としないが来迎印であろう。印仏の下に「南無阿弥陀佛」と墨書するのが普通。ほかに,裏面にも印仏を

押し,名号を記すものもある。名号はすべて阿弥陀の名号で, 地蔵菩薩の名号を記すものはない。 (20)の 阿弥陀如来の例は笹塔婆で, 五

大種字の位置に印仏を押しているが,下にはやは り名号があったとみてよい。

紙に種々の印仏を押した例は,平安時代から宝町時代まで多 くのこっている。 うち中世後期の印仏は,作善業として尊像を念 じながら1

個ずつ押す場合,故人の追善供養として印仏押捺を行 う場合などがあった。 しかし経木に押印する例は珍しく,数も10点 と少いので,多数

作善業としての印仏の例とはことなるとおもわれる。

供養札 形態 。内容上いくつかの種類がある。内容は個人の仏果菩提,法界衆生の平等利益を祈願したもの。断片であり,内容のすべてを

知ることは困難である。 (21)は長さ30.5硼,幅 3.2clllの 大型に属し,頂部を出形につくる。内容は表の上部に五大種宇,そ の下に阿弥陀三尊

の種字,光明真言を記す。そして下段に「為法界衆生平等利益也 永正十三年八月七日警」の願文を書 く。裏 に は「 tこ く ミ」の種字と

「南無阿弥陀佛」を書く。願文の永正13年 (1516)の 年紀が注目される。 このほか永正12年12月 , 同14年 5月 12日 ,同 5月 16日 , 同11月 3

日,同 15年 4月 3日 ,同 15年の年紀があり,供養札が永正12～15年頃に書かれたことがわかる。またそれらは同一の筆跡である。
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3 中世の遺物

永正銘の供養札以外は,寸法も内容も一定していない。以下主なものを列記しておく。

②  ω
コ麻

1匡
(裏)コ無阿弥陀E

これは男応 7年 (1498)の供養札であろう。

(23)(表)……・順賞警      (裏)

(24)(表)(阿陀陀三尊種字)邁済
……茉也

∽ ω…廉電畜管寧六日 ∞
(26)(表)……・浄慶禅定門    (裏 )

……・南無阿弥陀佛

(ラ罵)

しや うけい

(27)(表)コ 園大徳 (裏)(文字なし)

こけら経 (PL.25)最 長28.2clllか ら17clll内 外のものまで種々ある (28)。 頭部を山形につくり,上から2//3あ たりまでに文字を書き,以下は

余白である。17字を一行にかき,経典の一行をそのまま書写している。表裏に経典を書写する場合もある。文字は一字―字をていねいに記

し,複数の筆者がうかがわれるが,いずれも能筆である。また,下端に「交了七
昭ィ)29),「

上ノ八」 (30)な どと記するものがあり,校正

や手本経の書写個所の覚書をしたことがわかる。校正では文字の間につを入れて脱字を補入 したり,みせけちを施 して文字を訂正 して お

り,紙本書写の場合と同じである。経央の内容は「コ華経巻第四」 (31)の ように法華経の巻名を記したものが多く, 法華経がこけら経の

かなりの部分を占めていたと思われる。 (28)も 法率経巻第十七分別功徳品の一部である。また「佛説無量寿経」 (32)と 記すものがあり,

浄土三部経も書写されていたようである。その他「地蔵菩薩本願経」も書写されており,その品名を記したもの (33)力 出`ている。

その他 以上の笹塔婆 。こけら経などとことなる若千の遺物がある。以下に列記しておこ多。

(34)厚手の笹塔婆。上部の左右に同じ刻みを 4個ずついれ,五輪を痕跡的にあらわす。表面に「南無阿弥陀佛」と記し, 裏面に文字はな

い。長さ13.4clll,幅 1.6clll,厚 さ l llllll。

(35)厚手の名号札。上下とも折損し,表面に「
=コ

無弥勒善薩」,裏面に読めないが,梵字を記したものである。残長15。 2911, 幅1.8Cln,

厚さ 2 1ntll。

(36)轟書札。長方形の厚板で上端に小孔がある。表に「二回三□もち上」とあり, 裏に字はない。文章らしいが虫損あため判読できない

部分がある。長さ10,lclll,幅 1,7Clll,厚 さ 5111111。

(37)墨書札。長方形の板の表面に「三枚  三□……」とあり,裏面に「三枚  三…… 」とある。長さ7.8側,幅 1.2cln,厚 さ0.5111111も
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拳

ig。 33 絵馬他実測図

m遺 物

B木 製 品

こけら経,笹塔婆以/1‐ の信仰関係の木製品としては,絵馬・納骨五輪塔婆・納骨小曲物などがあり, そのほかに若千の実用品を混える。

絵 馬 (PL.26,ig.33)上縁を31rk形 に削る横長の板に,神官と神馬を墨で描く(1)。 上縁の中央に小孔があり,釘ないしは紐で垂下した

ことがわかる。神官は上半身を描き,衣冠束帯で右に向って手網をとる。榊馬は鞍などの馬具をつけたもので,人物の大きさに くらべて小

さい。長さ7.8clll,幅 4.5clll,厚 さ0.2clll前 後。針葉樹板日材。

納骨五輪塔婆 (PL。 26,ig,33) 2点出土 (2,3)。  2は裏面の一部を欠くが完形に近 く, 長方形の厚板の左右を削って五輪碁形 につく

る。表裏は平坦で,空・風・火・水 。地の各輸は8:7:12:16:18で あり,空 と風部に対して火と水部が大きい。水輪背面に貫通しない

方孔をあけてここに納骨する。火輪の上部には釘孔があり,柱などに打ちつけた痕跡をしめす。高さ6.lclll,幅 2.3clll,厚 さ1.8cln。 針葉樹板

目材。 3は縦半部と地輪部を欠く。つくりは2と 同じであるが,両側面が傾斜し,頂部が九味を帯び, しかも空・風・火の各輪が 9:10:

12と ほぼ同じ割合になる点がことなる。さらに納骨孔はない。現在長8.9clll,復 原幅2.6clll,厚 さ0.7clll。 針葉樹板目材⑤

納骨由物 (PL.26,ig。 33)蔵骨器に使用した小曲物 (4・ 5)。 4は側板のみをとどめ,底板を欠く。全周の2//3程度を重ね合せ,蔓草様の

ものでとじる。下辺に目釘穴がなく,底板は下からはめこむ程度のものであろう。外面に「上」とよめる記号を墨書 している。高さ4.2clll,

内径4.2clll,針 葉樹柾目材。 5は曲物側板の破片である。表に横書きで「去 ナカノキヌヤ」とある。ナカノキヌヤは屋号で,去はその標

識らしい。残長12.6cm,幅 1.8c4,厚 さ1.5clll。

木 櫛 (PL,26)細 い歯を鋸でひきだした横櫛の破片 (20)。 脊は低 く中高にゆるやかに弯曲し,歯のつけ根の引き通し線もそれに平行す

る。脊は1.3cmの厚味をもち,端面がまるい。歯はまばらで, 3 cmぁ たり8本。現存幅4.2clll,高 さ4,7clll。

漆塗木椀 (PL.26,fig。 34)復原可能な4点 (5～ 8)のほか, 数個体分の破片が出上した。 モヽずれも広葉樹を横木に取つた挽物。 下地

塗 りを施した後外面に黒漆, 内面に朱漆をかけた低い高台をつける椀。外面には朱漆で文様を描き, 5・ 6は雀の葉, 7は松葉, 8は鶴

である。 口径13.8C14前後,高さ6.2cm前後。

下 駄 (PL.26,■ g。 35) 2点 出上した (lo・ 11)。 台と歯を一木でつくる。10は隅丸長方形を呈し,前方に 1孔 と後方に2孔の鼻緒孔を穿

つ。前壷は台の中央にある。前後 2枚の歯は整で切欠いたもので,左右にひろが り,その横断面は台形を呈する。台の上面には指のあたり

による窪みがあり,それによって左足用のものであることがわかり,歯の磨滅も顕著である。針葉樹板目材で,木表を上面としてつくる。

10は長さ20。 8CIIl,台上面の幅9.4clll,11は長さ21,2clll,幅 10.8clll。
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3 中世の遺物

C 小 結

各種の遺物は出土状況から,H東地区の近傍で使用されたものでなく,佐保川の上流から流れてきたものらしい。内容 。形態からみて大

部分の遺物が永正12～15年頃の一括遺物とかんがえられる。いまのところもとの所在地は不粥であり,佐保川畔の寺院にあったものが流れ

てきたという程度の理解にとどめたい。これらが,川のなかに流された理由としては,書写供養し,寺堂に奉納されてから海,川 ,池など

に投ずる風習があったとかんがえられること,ま た堂内にたまった奉納物を川に投棄して処理したことなどがかんがえられる。

笹塔婆の作製は経典に説く造塔功徳の思想にもとずき,造塔を簡便化した方法である。多数をつくるため, 出土例では文字はかなり速筆

で,機械的に書いている。また発願者みずからが労苦して書写することに意味があり (作善業), また多いほど功徳があるとされ (多数作

善),室町時代の記録では万単位でつくる例もある。その際 1人でおこなうのが原則であったが, のちには大窓仏のように目標の速かな達

成を願って多人数で作業をおこなうようになる。出土例では筆跡のことなるものが多く,印 にも各種あり,多人数の参加がみとめられる。

押印塔婆はさらに簡便化がすすみ,書写の手間を省くためにとられた方法である。印を押すようになるのは室町時代末期になって板を薄

く剥ぐ道具が利用され,表面のきわめて平滑な経木が出現することとも関連するのであろう。

名号札は笹塔婆が同一形式を機械的に作製するのとは異 り, 1点 ごとに変化があり,名号を記すことに意味があるもので,個人の日課念

ヽ

＼

イ

＼

―

ヽ
＼
＼

仏的に利用されたのであろう。

印仏は紙に行 う場合,千然などの多数を発願 しているが,今回の出土例は10点 にとど

まり,通常の印仏作善と異る。名号がともに記されているので,む しろ名号札の 1形式

とみたほ うがよさそ うである。こけら経は,以上の諸例 といささか様子をことにする。

すなわち,どれもきわめて丁寧に書き,能筆で写経に習熟したものが紙本写経 と同じよ

うな態度で書写 したものとみられる。紙本経の場合,発願者みずか ら写経する場合もあ

るが,写経をなかば専門的におこなうものに依頼することも多いのでこけら経でもそ う

したことがなされた可能性がある。供養札は内容,形態ともかな りのバラエティーがあ

るが,一括してこのように仮称 した。そのうち永正の年紀のものが多 く,他の遺物もは

ばこの時期にあてることができよう。 この供養札が同一人によってなぜ永正12年から15

年の間に書かれたかという点については,い まはまとまったかんがえをもっていない。

＼

■g。 34 漆椀実測図

fig。 35 下駄実測図
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左京三条二坊十五坪遺跡の発掘範囲は,現在までに調査 してきた京内の遺跡のなかで広い面積にぞ くし,坪の内部の様子を具体的に把握

するうえで貴重な資料となる。遺構は 8世紀のはじめから始まり, 9世紀の初期に至るほぼ 100年間にわたってお り,その間に大きく4期

の改築がみとめられた。そ うした十五坪の造構から導かれるところの古代における宅地の一斑に摩れて結語にかえることにしよう。

左京三条二坊十五坪の地は,奈良時代において,平城宮の東南約 500mの地点に位置し,東限を二坊大路,南限を三条条間路で画する好

地を占めている。すでにのべてきたように, この地は細分されることな く,一坪で盟給された家地とみるべきである。理由をかいつまんで

いえば,坪を細分する積極的な施設がないこと,中心建物に想定される東西 2列の建物が南北 2棟で 1組になること,さ らに坪の内側にあ

る柵で一坪を 4区に分けるならば, 1区 あた りの建物数がきわめて少 くなることなどがあげられよう。また建物のなかには桁行 9間の大型

建物がぶ くまれてお り,一坪の家地にふさわしい。出土遺物には居住者の性格を示す資料は少いが,二彩ないしは三彩陶器が出土すること

も重要である。藤原京の例では,従五位以下の家地になるが,占地か らすれば相当高位の居住者を想定することが可能である。

1坪は面積にして 1町 2段24歩 (1.4ha)と いわれる家地の建物配置は,時期によってことなる。A期では外まわ りの築地の内寄 り約50尺

のところに柵 (S A870, S A990)を 設ける。このlllは 完全に四面を包囲するのでなく,処々で途切れるところがあ り,一種の日隠し塀的

な役割 りをはたすようである。柵は周囲に限らず内部にも設けられている (S A961,S A969)。 北辺に小規模な建物があること,あ るいは

東西棟建物でまとまることか ら,坪の正門は南面にあったことが想定されよう。つまり,三条条間路に沿 う築地に門を開き,その内側50尺

のところに想定される内柵にも内の門を開いていたのかもしれない。内柵のなかの建物は,東西 2群にわかれる。東群には南か らS B974,

S B980, S B989の 3棟があ り, 西群には南からS B862, S B964, S B868が ある。両群のうち, S B974と S B862, S B980と S B864

は構造と規模において多少の差があるが,位置関係か らみて同種の建物とみてさしつかえなかろう。 ところが, 北方に位置する。 S B989

とS B868と は対応せず, この 2棟は機能をことにする別々の建物とみなければならない。 また, 井戸は東西 2群の各々にぞ くするのでは

なく,両群の中間に位置するS E968を 共有したとするのが至当である。

奈良時代の宅地内の建物配置を示す文献史料としては,右京七条三坊の「家屋資財請返解案」の家宅が有名。それは次のように記す。

萱区 板倉参宇 恐夏響覆象屋一茜
雑

櫂匡_宇
77J存 並父所E

晟畳星曇
一宇 並在雑物匡上



主屋である桧皮葺で廉を設けた建物を中心に,納屋のような板屋,草葺の厨屋,板倉などを配

置するのである*。 この例によれば, 廂がつきおそらく床を設けたであろうS B980, S B 864が

主屋であり,そ の南のS B974, S B862も 主屋に準じる副屋することができよう。副屋に比定し

うる 2棟の南にのこる未発掘部分については,各々いま 1棟の建物を建てる余地はあるが,内柵

の間の内に中庭のような空間をかんがえれば,建物がなくてもよい。それぞれの機能を限定でき

ないが,北方のS B989と S B868は 厨屋ないしは納屋のような建物であろう。このように,十五

坪の内には主昼と副屋とが東西に 2組配置され,厨屋と納屋,井戸は 1組にな り,厨屋などの雑

舎を共有する2家族の居住が予測できる。全体としては 1戸であ り,戸主の家族とその属下の家

族とが同居 しているのであろう。発掘範囲内では,稲倉などに比定される小建物はない。未発掘

部分の内柵外に設けられたのであろうか。

B期,つ まり8世紀の中ごろに改作がなされる。 この場合,東群のS B987が S B980の 後身建

物,西群の S B869が S B864の 後身建物とすれば, S B974と S B861の 南側に 1棟の建物が予想

される。要するに主屋と副屋についてはA期の建物をさけて建たようである。それに対 し,SB
964, S B962な どの雑舎は北方か ら中央に移動する。井戸に近 く機能的な面からの配慮であろう

か。また,主屋に限るようだが,瓦葺になるのもこの時期からである。 B期においてもA期にお

ける建物配置の原則は継承されてお り, 1戸 の構成も大きく変っていない。

8世紀末のC期以降,十五坪は東西に 2分 され,西半分には建物が建てられていない。 B期 と

C期とでは建/1B配置がことなり,居住者の変化も想定 しうる。それがちょうど長岡京遷都の時期

に見合 う点も注 目されよう。 C期のS B986,D期のS B970は それぞれ主屋をなしてお り,背後

に数棟の雑舎を建てる。 しかし,敷地の範囲についてはいま一つ判然としないところがある。と

もあれ,平城京廃都後もこの地が家地として利用されたことが重要であ り, こうした平安時代初

期の遺構は平城官内にとどまらず,京の北域の処々においてみとめられる。つまり,平安時代初

期においても,かつての坊内に居住地を確録 し,建物を建てうる勢力が残存 していたのであ り,

かの平城上皇の平城還都の試みは観念的なものでなく,それを支える勢力が依然として旧都に存

在したことを示 しているようでもある。

*こ の唐招提寺文書は,従来京のなかで離れたところ
に家地を所有した資料とされてきた『大日古文書』編
年第6冊 P■9,『寧楽遺文』中巻P,634,関 野 克「古文

書による奈良時代住宅建築の研究」建築学会大会論文書

1938年 ,P.186)。 問題の「在左京七一坊」は『唐招提
寺史料』第一では「在右京匡三」と読まれており,「某
姓ム甲」の父母の家地は他と同様に右京七条三坊と

推測するほうがよい。 ■g.36 十五坪Al期建物復原図





付章 平城京跡発掘調査要綱

平城京跡の発掘調査は,最近次第にその数を増 し,今後も拡大の

一途をたどることがかんがえられる。はじめは平城宮跡の調査基準

にもとずき調査を進行したのであるが*, 
宮跡の調査基準で処理し

えない事態も生 じ,調査の過程で遂次改訂した部分がある。いうま

で屯なく,原則は平城宮跡発掘調査基準にあ り,以下にその改訂な

り増補を行ったところを列記する。

1 発 掘 地 割

京つまり都城の標示記号は官殿、官衡、城柵に準じてAであらわ

し,住居とか製造所の標示記号を行わない(亀 b ll)。

地区割は原則として現在の地形から復原しうる条坊地割にもとず

くことにする。

余良時代の著名な寺院,東 。西市,朱雀大路,羅城「]等について

は,た とえば東市を 6ATIと よがように特定の遺跡記号をあたえ

る。他の地域については,左 。右京では五条を境に南北にわけ 4大

地区 (F・ G・ H・ I)と し,外京を 1大地区(E)と する。なお,

外京の北限については,平城宮北限の東延長線に遺構が予測しうる

資料が増加しつつあるので,従来の線よりも一坊分北にのばす。京

の南辺に位置する南北幅 4慨」
‐
の京南辺条里および右京の北辺に位置

する南北幅 2町の条里については条坊に準じてあつか うこととし,

それぞれが接する大地FX~に 包括する(ig 37)。

*『平城官報告 T』 P,■ 4
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付録 平叛京跡発掘調査要綱

Tab.11 遺跡名標示の項目別内容分類表

大地区のなかは, 地形から推測しうる条坊にしたが って一辺 約

540mの中地区に分割する。 中地区をさらに小地区に細分するので

あるが,こ の場合には坊を画する坪の地割にそ うのが望ましい。

以上のような地区割を設定するとき,東南優位の原則によって坊

なり坪の東 。南辺に推定される道路や側濤は,それぞれの中地区,

小地区に包括することにする。

2 測 量 基 準

地形の測量や遺構の実測にあたっては,国土調査法による第 6座

標を基準とする。

3 遺 構 の 名 称

遺跡の名称については,原貝Jと して今回の「左京三条二坊十五坪」

というように,条坊名を復原してよぶことにする。

従来の記号分類では, とくに区別しなかった道路遺構に対して,

Fの記号を与えることにする(Tab.12)。

4 遺 構 の 番 号

平城宮跡や固有の記号をつけた寺院等の遺跡では,それぞれにつ

いて一連の遺構番号をあたえることは従来のとおりである。その他

の地域については,外京 (E)と左京 (F・ H)と で一括し,右京

(G・ I)と朱雀大路 (ASO)と で一括する2系列にわけ,それ

ぞれの地域の遺構に対して一連の遺構番号を付すことにする。

土製品は上器その他で瓦毒を合まず。

Tab.12 遺構・遺物記号表
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SURVEYS ON SITE OF 2ND

1.  Progress of Research ヽヽrOrk

The current report concerns excavation studies carried

out on grounds formerly belonging tO ふ江ikasa Junior

IIigh SchOOl, on the area designated by the City of Nara

fOr the construction of a housing complex fOr rnunicipal

emp10yees.   After the decision 、vas taken to transfer

the Nara ]ヽ/1unicipal EInployees Housing Complex no、 バπ

10cated at rhgashi‐ terabayashi‐ ch6 tO grOunds Of the

h/1ikasa Junior rhgh SChool at Kita‐ Shinmachi 61‐ banchi,

Nara C)ityぅ questions were raised in regard to the possible

existence there of buried materials of cultural interest,

especially structural remains connected witl■  the Heij6

capital. In the spring of 1972, consultations 、vere held

regarding the possible existence of buried cultural lnate‐

rials, and during one mOntl■  bet、veen August l and

September 2 of that year a preh■ linary study, prepara‐

tory excavation, 、Aras carried out in parallel 郡〆ith a

geO10gical survey of the area. This preli■ linary study,

carried out under the direction of TOshiO 

“

ashi,1■ itoshi

Sa、vamura, and Tetsuya Nakamura, brought to hght the

existence of streets running checkerbOard‐ type in both

an east‐ w7eSt and a northゃsouth direction (in keeping

郡rith the checkerboard‐ type′σうσ system of street layout

WARD OF THIRD AVENUE

SECTOR,HEIJO CAPITAL

OF THE EASTERN

(ANCIENT NARA)

used in the Heij6 capital) and also the existence of

structural remains dating froln the previous KOfun periOd.

Based On the resuits Of this prehminary survey, it 、vas

decided that, at tlae very least, a fullscale excavation

study shOuld be carried Out On the site in questiOn,and

on April 17, 1973, an Excavation Com■littee fOr the

Site Of the Nara �生unicipal HOusing COmplex was

estabhshed.

At the first meeting Of the cOm圧 �ttee On �生ay 10,

1973, Se�chir6 YOshilnura 、vas selected as chairman. In

keeping 、vith a general poLcy of avoiding insOfar as

possible the building of ne、 v structures over structural

remains in c10se prOxilnity tO the pOint 、vhere the twO

streets of the ancient capital intersected, decisiOns 、vere

made regarding tl■e 10catiOn of the ne、 v municipal build‐

ings and the surface areas to be excavated. It was decided

to give the task Of surveying to The Heij6 1mperial

Palace Site Excavation SectiOn Of the Nara National

Cultural PrOperties Research lnstitute,and it、vas further‐

more declded to divlde the site in questlon into an

eastern and a 、vestern sectOr and tO siII■ ilarly divide the

survey itself intO twvO parts, One to be carried Out during

the summer and the Other tO be carried Out during the

the winter.



The first survey, corresponding to the 83rd excavation

study of the HeijO Impettal Palace Site Excavation Sec‐

tion, was carried out during a 2‐ monda periOd between

August l and October 9, 1973, and covered an area of

approximately 3,200 square meters. The survey revealed

structural relnains related to residences occupied in the

Nara and early Heian Periods. 乳 ese 、vere located in

what were once known as ヶdクうO no.15 and ιdクうο nO.

10, on either side of a smali north‐ sOuth street within

the ward (うσ)in queStiOn.

乳 e second survey, corresponding to the 86th excava‐

tiOn study of the same survey group, took nearly four

mOnths to complete(February 12 to June 4,1974),and

covered a surface area of approximately 3,000 square

meters. This survey revealed structural remains frOni the

central section of ιs2うο no. 15, together with a trench

along the western side of the large stteet σ彰うう0″ )

forHling he ward boundary. At the Excavation CoHllnit‐

tee meeting ofヽ lay 13, 1974, it 、vas decided to propose

nO changes in the plans for ne、 v construction as brought

tO hght by the excavation study。

2.  General Description of Research Work

The survey was carried out at Kita‐ Shinmachi 61

(Nara‐ shi) on an area of approximately 6,200 square

meters, designated as the site for a Nara municipal em‐

p10yees housing complex. The grOund in question is

allu�al soil typical of the norhern edge of the Nara

Plain. The surface presendy has an elevation of approxi‐

δ2

mately 61.3 meters,but this includes a surface layer added

in iaying the schOOl grOunds to tlte site fOrmerly belonged.

It is beheved that before its inclusiOn in said school

grounds it had an elevation of approximately 60.9 meters,

the same as hat of surrounding rice paddies. 
′
rhe site

in questiOn, located in the area between t、 vo small rivers,

the Sahogawa to the east and the Komogawa to the west,

corresponds to ′d2うO no。 10 andサ d傷うο nO.15 of the 2nd

Ward of he Thrd▲ venue of he``left''(or eaStern)

sector of the Heij6 capital,accOrding to theブ σうσ SyStem

Of enumeration then in use. The douthern edge of the

site borders the ancient Sα ttσ  j∂たα巧ガ (preSent‐ day

OHliya‐dori)running thrOugh the center of the ward,and

the eastern side borders the ancient ttZう う oブゲ on the

eastern 、vard boundary. The area occupied by the �[ikasa

Junior rhgh sch。 。l and its grounds previously corres‐

ponded either 、vholly or in part to four αzα (small

neighbOrhood divisions, in his case having the name

Myoden(明 田),Takahi(高樋),Takekaito(竹 垣 内),

Okura(大蔵), the bOundaries of which for the most

part faithfully the ancient land divisions under the

ブσうD SyStem.

FOr purposes of the survey, the site in question、 vere

christened as belonging to Areas 6AFI‐ G and 6AFI■■
,

primarily the latter, The eastern area was divided into

a long nOrth‐ south strip prOvisionally called the``eastern

section,'' a silnilar strip along he western side known

as the“western sectlon,'and a FFcenter sectlon' between

hem(See fig。 2)。 The Survey revealed two small streets

(た 0ブど), One running in a north‐ south direction and forHl‐



ing the division between サ∫クうο nO.10 and no.15, and

the other running in an east‐ west direction and marking

the boundary bet、 veen サdクうο no. 15 and 16. Part of a

trench running a10ng the west side ofハ ″うσOブガwaS alsO

discovered. It is possible, as a result of these findings,

to estixnate the east‐ west 、viddi of サdクうο no,15 at 410

d71αたク. The survey brought to Lght the fact that 彦∫クうο

no。 15 had fences and roofed mud walls(サ d夕ち
'ど

)around

its outer edges,色 ese served to shelter the inner residen‐

tial area froln the streets outside. In the case of 彦5クうο

no.10, only a relatively small portion was excavated,

Due to this fact, and also to the fact that the structural

remains found there were very sparse and unordered,it

is not possible to offer a reconstruction of he arrange‐

ment which the buildings in that residential area once

had. It is, on the other hand,possible to reconstruct the

arrangement of buildings on the residential block kno、 vn

as ιsクうο no.15, an area whose central portiOn was

included in he excavatiOn study, It may be seen frOm

the excavation study that 彦∫クうO no. 15 was occupied

during approximately 100 years, a space of tilne which

lltlay be roughly subdivided int0 4 periOds, demarcated

by alterations in he structure and placement of the

variOus buildings within the block.

Together、vith structural remains frona the Nara Period,

a large trench from he KOfun PeriOd was discovered.

A large number of earthen and wooden utensils were

fOund Piled together in his trench, and these have

become valuable materials for surHlising living conditions,

On the northern edge Of he Nara Plain during he 5th

and 6th centuries. Tl■ e teastern part of ιdクうο  no.15

shOwed traces of a great river fiOOd 、vhich occurred

around the 15th century, after the site had been aband‐

oned as a residentital area, From he sandy soil washed

in at that timeク there were excavated portions Of sutras

written On shingles(たοたιrα _力夕σ),tOgeher with Other
objects related to medieval rehgious beliefs.

3.  Structural Remains frO■l he Nara Period

The excavated site of サdクうο no.15 in the 2nd Ward

of the Third Avenue of the eastern sector of the Heijδ

capital is cOunted among he larger areas so far excava‐

ted within ancient Nara. The excavatiOn survey proved

especially valuable in that it has enabled us tO grasp in

their essential features the inner structures of the resi‐

dential block. The most proninent set of structural

remains indicates Occupancy fOr a periOd of about 100

years, from the beginning of the 8tla century until the

early part Of the 9th century. It is apparent that building

alterations 、vere carried out at various times in such a

way as to mark,in rOugh terms,4 periods within he

larger tiine span. On the basis of what may be deduced

frOm the structural remains Of ι∫夕うο no.15, let us here,

by way Of summary, give sOme general cOnclusiOns

regarding this example Of an urban residential 10t in

ancient 」apan.

During he Nara Period,the block knOwn asサ d%うο no.

15 in the 2nd Ward Of Third Avenue in the``left''(Or

eastern)sector of the capital was iOcated some 500

δ3



meters to the sOuheast of the Heij5 Palace,It occupied

a chOice piece of land, bordering two ilnportant streets,

肋 TデD及ラた。知ブJ On he souh and Nテιう oブどon the east.

The block was not subdivided into sma■ subsectors,and

lt seems approprttate to vェ ew it as havlng been granted

as an entire one‐ 彦Mうο  lot for residential purposes,

Reasons for supporting this view are: 1) no eVidence

Of efforts to build substantial structures(earthen 、vans,

etc.)in Order tO realize a full‐ scale subdivision, 2)the

structures thought to be the central buildings seem to

have formed something approxilnating a set of two build‐

ings each, ahgned in rows to the east and ttrest,respec‐

tively,of the open space running norttl and south through

the center of the block, 3) even if One should divide

the area into 4 sub‐ areas in according with the place‐

ment of fences 、vithin the l‐ ι∫クιο block, tl■e number of

buildings per sub‐ area 、vould be smaller than one should

expect if each sub‐ area corresponded to an independent

household. One of the buildings was a very large struc…

ture wih 10 Support posts(forming a wa11 9た ιη in

lengh)aloDg itS Ionger side, suggesting a residence of

a scale for 、vhich an entire サdクιο lot was likely seen as

appropriate. Among he excavated artifacts, 血ere are

few which give us any indications of the status of he

hOuseholder, but he fact that tl■ ere 、vere unearthed

pottery glatted in t、vo or three different colors should

be seen as important in this regard, Based on the prece‐

dent of usage at he Fttjiwara capital(694‐710),hiS

fact 、vould indicate a household of tlae 10wer fifth rank

Or belo、v. Ho、vever, frOm cOnsiderations of the choice

δ7

10catiOn Of the site, it is possible to surHlise that the

hOuseholder 、vas of very high rank.

The arrangement of buildings and Other structures on

the l‐ιd夕うο residential lot (equal t0 1.4 hectares, or l

ε71σ plus 2 サαtt plus 24 うク) differed according to the

period of occupancy. During Period A, fences (SA870,

SA990)were cOnstructed along hnes which were app‐

roximately 50∫んαたク inside the roofed mud walls(お傷▼ど)

built arOund the outer sides of the l‐ ιd%うο block.These

fences did not, however, completed sヒ rrO.lnd the four

sides, but were Open in various places. They seem tO

have functioned as a sort of screen to break he line of

sight between the inner buildings and the outer walls.

Such fences 、vere built not only around the outer edges

of the compound but were also erected in interior ioca‐

tions(SA961,SA969)。 FrOm the fact that relat� ely

small‐ scale buildings were found tOward the northern

edge of the compound, and also frOm that the various

structures were arranged in rows on tl■ e east and Vヽest

sides of the compound, respectively it is surH� sed that

the main entrance to the lサ∫傷うο lot was found along

the south side. In other words, a gate opened in the

rOOfed mud wall along the Sα猪,う Jσたα万ど,and there

may have been anOther inner gate opening in the fence

thOught to have been erected about 50 dん αカク in front

of the outer wall.「Γhe buildings within the inner fence

～
vere divided into an eastern and 、vestern group. In he

eastern group were three buildings, designated,froni the

sOuth, SB974, SB980, and SB989,  In  he 、vestern

group, the buildings are designated, from the soudl, SB



862, SB964, and SB868. Among the two groups, SB

974 and SB862, while different in scale and sOmewhat

different in structure, may, from cOnsideratiOns of their

pOsitiOnal relationships, be reasonably cOnsidered to have

been buildings of the same type. In he case of SB980

and SB 864, the same observation made, SB989 and

SB868,located tOward the north side of tl■e cOn■pound,

do not, ho、vever, show any strong points of mutual

correspondence and should be seen as having distinct

functions. The excavated well(SE968)is iocated bet‐

ween the castern and、 vestern groups and may reasonably

be hought to have been used in common by the

inhabitants Of bOth sides Of the cOmpOund。

A 、vell‐knOwn piece Of 、vritten informatiOn hat gives

some indicatiOn of the arrangement of buildings On urban

residential lots during the Nara Period is the Kαοたク

S/2どZαガル崩ι紹免ο Gιαη (家屋資材請 返解 案 )wih its des‐

cription of a house hold in the 3rd くょrd of Seventh

Avenue in avcient Nara's western sector. According to

this description, the main hOuse had a floor and a rOOf

of hatched cypress bark(ん どηα′α).It was iocated in he

center of he lot, which alsO included a structure serving

as a kind Of barn,a grass‐ thatched kitchen(たクπど夕α),and

a storehouse fOr f00dstuffs, Based On this example, we

may suppose that both SB980 and SB864,both of、 vhich

had overhanging eaves and probably had floors, 、vere

F`Inain hOuses,'' while SB974 and SB862, to the sOuth

of the main hOuses, may be seen as supplementary

hOuses for■ ling part Of the hving prenlises Of the main

houses, In the unexcavated area remaining to the south

of the t、vO structures surl�sed tO be suppllmentary

hOuses, there is space on which anoher structure could

have been built on bOth tl■ e east and west sides, Ho、v‐

ever, if one cOnceives of an Open space serving as a

sort of courtyard, within the inner fence then it seelns

hkely enOugh that here may have Originally been no

Other buildings in this areao While it is ilnpossible to

make any definitive statements regarding the functions

of SB989 and SB868 0n the nOrth side, they may quite

Lkely have served as kitchen and barn. AccOrding to

such a scheme, One may sur■lise that withinサ d%うο no.15,

there were on the east and west sides, respectively, a

“Inain" and ``supplementary" house, while the kitchen,

barn and well silnilarly fOrmed a kind Of set.It lnay be

further surHlised that the cOmpound as a whOle was

occupied by t、 vO fanlllies 、vhO shared the same kitchen

and other Outbuildings.The cOmpound as a whole would,

for Official purpOses,have been cOnsidered as One ``house‐

hold"(んι), even though living arrangements 、vithin the

compound 、vere shared by the faH�ly registered as the

“hOuseholder" (ん じηクsんど), together with a fan� ly in sOme

sense subordinate tO it. within the excavated area there

were fOund no traces of small structures that H�ght be

designated as rice stOrage bins, It is possible, however,

that such structures might have been built in One Of the

unexcavated areas beyond the inner fence.(See fig。

36.)

During PeriOd B, that is tO say, around the n�ddle

of the 8th century, a reconstruction tOOk place, I)uring

this process, two new buildings, SB987 and SB980,
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which may Perhaps be considered as replacements for

SB864 and SB980, respectively, were built in the area

tO the north of the former ``Inain houses." The supple‐

mentary houses SB974 and SB861 (correspOnding to

SB862,modified in the interim)were Similarly removed,

and one may posit their reconstruction to the south of

the former 10cations. In other words, the “main" and

“supplementary" houses were reconstructed on sites out‐

side their Period A locations. On the other hand, the

Outbuildings of the former period Seem to have been

mOved from their locations at the north side of the

compound to new locations(SB964, SB962,etc。 )near

the center of the compound, perhaps because of a func‐

tional consideration of bringing them closer to the we■ .

It was frOHl this period that the roofs of the “Inain

houses" were covered with tile instead of thatch.Certain

Of he principles of building arrangement of Period A

、vere carried over into Period B, and the structure of

the ``household" appears not to have changed greatly.

During Period C, toward the end of the 8th century,

サ∫
"う

ο no.15 underwent an east‐ west division and build‐

ings no longer stood on the western Part. The arrange‐

ment of buildings in the eastern part was different frOm

that of the previous period, indicating a change of

occupants. It is note、 vorthy that the beginning of Period

C seems to COrrespond with the move of the capital to

Nagaoka.The “main house'' during Peiods C and D

was SB986 and SB970, respectively. Each had a number

Of outbuildings at itS rear,but the total extent of the

area in use by the household during the latter two periods

δδ

is not clear. IIowever, it is important to note that this

area was being used for residential purposes even after

the abandOnment of Heij5 as the natiOnal capital, and

indeed silnilar structural remains of the early Heian

Period have been recognized both within the area of the

HeijO Palace itself and in various other places thrOugh‐

Out the northern part of the onetilne capital. This

indicates that in the early years of the Heian Period

their remained in Heij5 persons wih the economic power

tO maintain residences within the blocks of the former

capital and to erect new buildings there,It also prOvides

us 、vith an indication that the attempts on the part of

retired sovereigns to return the capital to HeijO were

not schemes built purely on ideahsm but nO doubt had

the backing of various persons of influence who remained

behind in the old capital.
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6AFI― H区 Ⅷ PLoi O

I 二坊大路西側溝 (SD1000) 2・ 3 東西小路 (SX1060)北 から



小路 と古墳時代溝 PL.II
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2  SD881 東から



SE978

SE991

1 黄褐色粘土

2 暗褐色土

3 暗褐色粘質土

灰青色砂質土

茶褐色粘土

灰黒色砂 (*占 土混り)

暗褐色粘質土

暗灰色粘土

黄灰色砂質土

1 灰黒色砂質土

2 灰褐色砂土

3.暗灰色粘土

4_灰色荒砂

5,暗褐色粘土

6.砂層

S E978

1 黒色粘土

2 灰 色粘土 と黒 色粘 土

の注 り(バラ ス含む )

青灰色粘土

黒粘土

灰黒色砂

黒褐色粘土

黒秒

黒秒礫

5

6

7.

8

1,青灰色砂 (バ ラス少し含む )

2 灰色砂 と灰色粘上の混り

青灰色砂 (バ ラス少 し含む)と 灰色粘土の混 り

灰色砂 と暗灰粘上がレンズ状に互層をなす

責褐色砂質土

青灰色砂層

灰色中砂

灰色細砂

暗褐色粘土

灰色粗砂

灰褐色粘土

SE968

1.暗青灰色砂混り粘土(黒褐粘上のブロックを

含む、若千礫混り)

2.暗灰色砂

3 黒褐色粘土

4.H吉 灰色相砂

5,暗禍色粘土



一戸 PL.12

⌒ イ ぶ ね

SE979 封ヒか ら   2  SE967 封ヒか ら   3  SE877 南 か ら



I  SB864
SB882  南から

2  SB869 南から

3  SB970 西から

4  SB970 南から
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SE877出 土土器



器 PL.16
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SD881出 土上器 I PL.19
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SD881出 土土器 亜

1:2



SD881出 上土器 Ⅲ
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PL.22SD881出 土木製品 I
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SD881出 土木製品 Ⅱ

50

1 : 4, 79  1 : I
1:3



SD881出 土木製品

1:3
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中世の遺物
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中世の遺物 Ⅱ PL.26
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